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発行にあたり 
 
 現代社会において「地域格差」は大きな問題であり、現状のままでは、間違いなくもっと格

差が広がっていくと思われます。そのような中にあって、本校のような地域の高校は、地域振

興の核としての高校の在り方を追求することを最重要課題とし、これからは Society5.0 を地域

から分厚く支える人材を育成していくことを一番に考えなければならないと思っています。 
上天草市は、過疎地域自立促進特別措置法の規定に該当する過疎地域であり、様々な施策を

講じられているものの、人口流出や少子高齢化が進み、産業の衰退、地域の活力の低下が深刻

なものとなっています。また、他地域と比べて所得格差が大きく、「就職するなら公務員か資格

が必要な職業」、「就職するならなるべく大きな企業に雇われることが大切」等といった意識が

強い地域でもあり、地域の活性化に向けては、地域全体の意識改革も必要と思われます。 
そのような上天草市にある唯一の高校が、上天草高校です。ただ、平成２２年４月に３校の

再編統合により誕生した本校も、近年の少子化に加えて、従来から上天草市外の高校を選択す

る者が多い土地柄ということもあり、開校以来定員割れが続いている状況にあります。市外の

高校を選択した若者はそのまま上天草市に戻らない可能性が高く、「本校の存続」＝「上天草市

の存続」とも考えられ、地域の知の最高学府である本校には、「上天草で未来を切り拓くリーダ

ーを育成する」という使命があると思っています。 
その使命感のもと、本校は今年度から、文部科学省の「地域との協働による高等学校教育改

革推進事業（地域魅力化型）」（愛称は「Ｋ＃Ａｍａｘ」）の指定を受けました。本校は昨年度県

教育委員会から総合型コミュニティ・スクールの指定を受け、「上天草を愛し」「上天草を支え」

「夢を追い続ける」という生徒に育ってほしいというビジョンを共有していましたので、育て

る人材像は、それが基本になっています。 
本校には、普通科、情報会計科、福祉科の３つの学科があり、今年度は１年生の全学科・全

生徒を中心に「Ｋ＃Ａｍａｘ」に取り組みました。昨年度から総合型コミュニティ・スクール

として地域と連携しながら活動を行っていたこと、地元の多くの方々が「今何とかしないとい

けない」という意識を持たれていることもあり、各所から多くの協力をいただきながらいろん

なことに取り組むことができました。今年度の取組は手探りの状況ではありましたが、高校生

ビジネスプラングランプリで「学校賞」をいただいたこと、研究成果発表会ですべての班が発

表できたことなどを通して、生徒の様子には明らかに変化が見られ、大きな成果があったと感

じています。 
 本校の目標は、高校の魅力化はもとより、地域の人々の意識を変え、地域全体の活性化を目

指すことにより、地域の就業構造にまで変化をもたらすことです。そして、上天草と同じよう

な課題を持つ地域に対して、本校の成果を「上天草モデル」として全国へ発信できるようにす

ることです。そのために、次年度以降さらに研究を進めてまいります。 
最後になりましたが、この１年間の本校の取組に対しまして、上天草市をはじめとする各所

の関係の方々から、御支援・御協力・御指導をいただきましたことに感謝申し上げますととも

に、本書をご覧いただいた皆様から多くの御助言等をいただけることを期待しまして、巻頭の

御挨拶といたします。 
 
 

令和２年３月          
熊本県立上天草高等学校 

                         校長  生島 敬史 
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本事業の愛称について 

愛称 

「K#Aｍａｘ」（ケイエイマックス） 
K は上天草の K。ポルトガル語で昔は天草のことを AMAXA と表記。 
上天草の魅力を最大限に発揮しようという意も含んでいる。 
また、KＡは経営という意味もかけてある。 
 
 
 

ロゴタイプ 

 

 第１回運営指導委員会において、「生徒・職員・関係者が一体となって取組めるような愛称が必
要なのでは。」との助言をいただきました。コンソーシアムと学校で協議し、愛称を設定しました。今
後はこの愛称とロゴを使用していきたいと考えています。 
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研究開発完了報告書 

 
文部科学省初等中等教育局長 殿 
 

住所 熊本県熊本市中央区水前寺６丁目１８番１号 
管理機関名 熊本県教育委員会 
代表者名  教育長 古閑 陽一 

 
令和元年度地域との協働による高等学校教育改革推進事業に係る研究開発完了報告書を，下

記により提出します。 
 

記 

 
１ 事業の実施期間 
   令和元年５月３０日（契約締結日）～ 令和２年３月３１日 
 
２ 指定校名・類型 
   学校名   熊本県立上天草高等学校 
   学校長名  生島 敬史 
   類型    地域魅力化型 
 
３ 研究開発名 

「ひと・もの・資源の宝庫」上天草で未来を切り拓くリーダーの育成  
 
４ 研究開発概要 

Society5.0 に主体的に対応できる地域人材を育成するため、すべての教科で学びの根幹と

なる「聞く」「話す」「表現する」力を高めるプロジェクトを行う。これらの力を根底に

据え、地域や大学等と協働した学校設定科目である「上天草プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲ」「地

域起業研究」「地域イノベーション研究」を軸としたカリキュラム開発を行い、「ひと・

もの・資源の宝庫」上天草で未来を切り拓くリーダーの育成を行う。その際、上天草市内

小中高が連携して推進している起業家教育を大きな柱とし、持続的な地域の発展を念頭

に、地域全体の意識の変革をもたらし、就業構造の変化につなげることをも目標としてい

る。課外活動についても地域との協働を強化し、「地域の知の最高学府」である上天草高

校の魅力化を推進し、地域への課題意識や貢献意識を持ち、解決に向けて主体的に思考・

行動する人材を育成していく。 
 
５ 教育課程の特例の活用の有無 

「総合的な探究の時間」に替え「上天草プロジェクト」「地域起業研究」「地域イノベ

ーション研究」を実施するため、教育課程の特例を活用する。 
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第１章　研究開発完了報告書



６ 管理機関の取組・支援実績 
（１）コンソーシアムについて 
  ①コンソーシアムの構成団体 

上天草市企画政策課、上天草市観光おもてなし課、上天草市危機管理情報課、上天草

市教育委員会、上天草市教育委員会学務課、上天草市商工会総務課、上天草市社会福祉

協議会地域福祉係、上天草市小中学校校長会、ＪＡあまくさ、天草漁業協同組合上天草

総合支所、上天草市区長連合会、天草ケーブルネットワーク(株)メディア事業部、天草

四郎観光協会、東海大学、熊本県教育委員会、上天草高等学校。 
 
②活動日程・活動内容 

活動日程 活動内容 
令和元年６月２８日 コンソーシアムを組織 
令和元年６月２８日 
（第１回） 

第１回委員会 
・年間計画等について協議し、活動方針を決定 等 

令和元年８月２２日 
（第２回） 

第２回委員会 
・地域人材に求められる能力およびその育成方法につ

いて協議し、研究推進委員会に提言 等 
令和元年８月２７日 地域住民との語り合いへの参加 
令和元年１０月２４日 全国サミットへの参加（委員２名） 
令和元年１１月１日 
（第３回） 

第３回委員会 
・学校設定科目のシラバスについて協議し、研究推進

委員会に提言 等 
令和２年１月１０日 
（第４回） 

第４回委員会 
・上天草市まち・ひと・しごと総合戦略の概要確認 
・次年度事業計画および学校設定科目について協議し、

研究推進委員会に提言 等 
令和２年２月１２日 
（第５回） 

第５回委員会 
・本年度の事業報告ならびに設定した目標の進捗状況、

成果、評価の実施。 
・次年度の事業計画を研究推進委員会に提言 等 

  ※この他、生徒と地域の協働活動の斡旋およびサポートを随時実施。 
（２）カリキュラム開発等専門家又は海外交流アドバイザーについて 
  ①指定した人材・雇用形態・高等学校における位置付けについて 

  上天草市地域おこし協力隊 元田農業(株)代表取締役 元田 有祈 氏 
 
②活動日程・活動内容 

   活動日程 活動内容 
令和元年６月１７日 カリキュラム開発等専門家委嘱 
令和元年６月１８日 事業関係職員とのカリキュラムに関する懇談 

学校設定科目の全体における位置付けや３年間の見通し
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について意見交換 
令和元年６月２８日 コンソーシアム委員会でカリキュラムの方針等について

説明 
本校のカリキュラム全体のねらいと学校設定科目との関

わりについての説明・協議 
令和元年７月２日 学校運営協議会及び学校活性化対策本部会議 
令和元年７月９日 沖縄県立名護商工高等学校 

学校訪問団とのカリキュラム開発についての意見交換 
令和元年８月７日 運営指導委員会でカリキュラムに関する説明と質疑応答 

本校のカリキュラム全体のねらいと学校設定科目との関

わりについての説明・協議 
令和元年８月８日 長崎県立松浦高等学校 

学校訪問団とのカリキュラム開発についての意見交換 
令和元年８月１９日 １学期カリキュラムに関する協議 

本校のカリキュラム全体から見た１学期事業の振り返り 
令和元年８月２０日 長崎県立壱岐商業高等学校 

学校訪問団とのカリキュラム開発についての意見交換 
令和元年８月２２日 コンソーシアムにカリキュラム開発の進捗状況について

説明 
本校におけるカリキュラムマネジメントのあり方の協議 

令和元年８月２７日 生徒と住民の語り合い 
成果の検証とこれからに向けて 

令和元年８月２９日 職員会議 
事業の在り方と来年度に向けたカリキュラム開発の取り

纏め 
新学習指導要領と学校設定科目の関わりについての説明

・協議 
令和元年１０月６日 天草地区高校魅力創造フェス 

天草地区高校職員との意見交換 
令和元年１０月１７日 大矢野中学校高校説明会における生徒・職員との意見交換 
令和元年１０月２４日 地域との協働による高等学校教育改革推進事業全国サミ

ットへの参加 
令和元年１０月２８日 松島中学校高校説明会における生徒・職員との意見交換 
令和元年１１月１日 コンソーシアムに全国サミットの報告 

次年度における学校設定科目のシラバス案を提示 
令和元年１１月６日 福岡県立山門高等学校 

学校訪問団とのカリキュラム開発についての意見交換 
令和元年１１月１３日 鹿児島県立大島北高等学校 

学校訪問団とのカリキュラム開発についての意見交換 
令和元年１１月２０日 学校運営協議会 
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令和２年３月４日（第２回） 
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「聞く」・「話す」

・「表現する」プ
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庫主催の高校生ビジネスプラン・グランプリ（９月）に１７班全てが応募した。さ
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複数教科が「目指す人材像」を共有した授業を行うことで、教科知識に関連性を

持たせるため、「目指す人材像」および「具体的能力」の周知・確認を行った。 
その後、全教科が「聞く」「話す」「表現する」能力を高めるための年間計画を

作成。いわば、「各教科ができること」の集約をおこない、これを元にルーブリッ

ク評価表を作成した。 
さらに、「聞く」「話す」「表現する」能力を伸ばす、授業における「小さな工

夫」をアイデアシートとして集め、職員間で共有している。これを元に１時間の授

業をデザインし実践、報告書としての授業実践シートも職員間で共有する仕組みを

構築した。これにより、「小さな工夫」や授業実践の内容を共有でき、さらなる授

業改善や教科の垣根を越えた新しいタイプの授業の誕生にも取組んでいく。 
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②地域との協働による探究的な学びを実現する学習内容の教育課程内における位置付け

（各教科・科目や総合的な学習（探究）の時間，学校設定教科・科目等） 
学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」（１単位）を総合的な探究の時間の代替とし

て実施している。 
 
③地域との協働による探究的な学びを取り入れた各科目等における学習を相互に関連さ

せ，教科等横断的な学習とする取組について 
現時点では、１年生「社会と情報」における「個人の権利」「著作権」「情報発信」

とポスター作成の時期を合わせるなど、「上天草プロジェクトⅠ」と他の科目との連動

に留まっている。次年度、学校設定科目「地域起業研究」で横断的な学習に本格的に取

組む計画である。 
 
④類型毎の趣旨に応じた取組について 
（ア）都市（大阪）での調査および販売実習 
  【内容】 
   ⅰ. 「島の宝プレミアムマルシェ in 大阪駅」で販売およびパンフレット配布 
   ⅱ. 熊本の食材を取り扱う飲食店「熊本 馬源」訪問 
   ⅲ. 上天草アンテナショップ「産直野菜ぷちトマト」（池田市）訪問  など 
（イ）エキスパート生徒派遣およびワークショップの開催（大矢野中学校） 

上天草市における小中高一貫の起業家教育として、大矢野中学校との連携。 
１回目は、大矢野中学校の生徒が自ら作成したビジネスプランを高校生に発表。 
２回目は、上天草バザールにおいてワークショップを開催。中学生のビジネスプ

ランを元に本校生徒と中学生が協力して磨き上げを行い、上天草バザールの来場者

に発表した。 
３回目は、高校生のビジネスプランを元に中学生と協力して磨き上げを行った。 

（ウ）ＳＣＨ（スーパー・コミュニティ・ハイスクール）シンポジウムへの参加 
東北芸術工科大学コミュニティデザイン学科主催ＳＣＨ（スーパー・コミュニテ

ィ・ハイスクール）シンポジウムに参加。 
 
⑤成果の普及方法・実績について 
（ア）生徒の成果発表による普及 

ⅰ. 本校販売実習「上天草バザール」で中間発表として研究内容のポスター展示。 
ⅱ. 「上天草市地域ささえあい住民フォーラム」で本校の取組と地域課題を解決するビ

ジネスプランをプレゼンテーション。 
ⅲ. KSH（熊本スーパーハイスクール）生徒研究発表会のポスターセッションに参加。 
ⅳ. 政策金融公庫主催ビジネスプラン・グランプリへの１年生全員応募（１７本）。 
ⅴ. 研究成果発表会２月５日（水）に実施。１年生全員（１７班）がビジネスプランを

プレゼンテーション。審査員（金融機関や地元経営者）からの指導助言。 
（イ）ホームページを活用した普及 

本校のホームページ内で活動内容を発信。 
（ウ）「地域協働だより」の作成および配布 
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計画・方法を改善していく仕組みについて 
研究の成果や課題を検証し、適切な評価を行う「研究評価検討委員会」を設置し、定

期的に進捗状況の確認および計画の修正を行っている。また、小規模校であるという特

性から「研究代表者会」のメンバーである管理職が現場に参加していることも多く、各

事業の進捗状況や計画について意見交換が行われている。これにより、データだけでな

く「肌感覚」を伴った研究開発の全体像を学校長が把握し、強いリーダーシップの下、

研究開発を力強く前進させることができている。 
 
④カリキュラム開発に対するコンソーシアムにおける取組について 

前述の通り、コンソーシアム委員会では、育成する地域人材像を共有するとともに、
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②地域人材を育成する高校としての活動指標（アウトプット） 
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カリキュラム開発等専門家が、取組の普及を目的とした「地域協働だより」を作成

し、関係各所および地域住民に配布。３回配布。 
（エ）学校訪問による普及 

本校からの訪問２校、他校からの訪問８校に対し取組を説明。 
 
（３）研究開発の実施体制について 

①地域との協働による探究的な学びを実現するためのカリキュラム・マネジメントの推進

体制 
カリキュラム開発等専門家は、「地域おこし協力隊」として上天草市で活動中の者を

採用している。文部科学省で非常勤職員も務め、ＳＰＨ事業等に関わった経歴を活かし

ながら、学校内（生徒、教職員、授業、部活動、学校行事等）と学校外（地域内外の教

育資源、行政、大学、ＮＰＯ、メディア等）をつなぎ効果的な学習活動を創出する役割

を担っている。地域協働学習実施支援員は、カリキュラム開発等専門家と同一の者を指

名している。 
また、取組の中で出た課題や成果をカリキュラム開発にさらに反映させ、ＰＤＣＡサ

イクルの確立を引き続き目指したい。さらに、市内各所との連携はもちろんのこと、上

天草市義務教育諸学校配置のコーディネーターとの連携や市の他の地域おこし協力隊

員との連携も深め、ネットワークを広げながら、より充実した事業を展開していく予定

である。また、専門家には、地域社会のリーダーとして必要となる力が身に付いている

かという観点から、授業改善、授業の魅力化に向けて助言も仰いでいる。 
カリキュラム開発等専門家と高校で策定したカリキュラムや指導計画に対し、コンソ

ーシアム内の様々な立場からの提言をいただき、事業に反映させ、高校で検証し、コン

ソーシアムで協議するという役割分担を定める中でＰＤＣＡサイクルを確立し、よりよ

い事業の推進を目指している。 
また、その取組を「上天草モデル」として広く普及を図り、本県教育の大きな柱であ

る「地域の子どもたちは地域で育てる」の真の実現に結びつけたい。本事業の成果を「上

天草モデル」として確立し、他校、他地域へと次第に波及しつつある。現在県独自で行

っている「スーパーグローカルハイスクール」事業や、熊本県スーパーハイスクール指

定校合同研究発表会（県内のＳＳＨ，ＳＧＨ，ＳＰＨ指定校が合同で研究成果を発表す

る会）を活用するほか、各種研修でも取組を紹介している。また、知事部局とも連携し、

県の広報誌、広報番組で紹介するのはもちろんのこと、地域おこしの手法として各部各

課にも紹介していく予定である。 
 
②学校全体の研究開発体制について（教師の役割、それを支援する体制について） 

研究開発を主として担当する職員３人とカリキュラム開発等専門家（地域協働学習実

施支援員を兼任）を、管理職中心の「研究代表者会」、教科主任・学年主任で構成され

た「研究推進委員会」で手厚くサポートする体制が構築されている。今年度は、学校設

定科目「上天草プロジェクトⅠ」を実施する１学年団に、研究開発を主として担当する

３人を組み込むなど、全校挙げて事業の成功に前進できる体制を整えている。 
 
③学校長の下で，研究開発の進捗管理を行い，定期的な確認や成果の検証・評価等を通じ，
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項目 2019 年度 

2021 年度 

到達目標 

a 運営指導委員会の回数 1 回 2 回 

b 研究代表者会の回数 2 回/学期 2 回/学期 

c 研究推進委員会の回数 0.66 回/月 1 回/月 

d コミュニティ・スクールにおける学校運営協議会の回数 1 回/学期 1 回/学期 

e テーマに沿った研究授業の回数 0.3% 5%/授業回数 

f 上天草市に関する地域理解講座の回数 6 回 5 回 

g 高大接続研究の回数 0 回 1 回 

h プロジェクト学習の回数 15 回 10 回 

i 研究成果発表会の回数 1 回 1 回 

j 班毎の調査研究の本数 1 本 1 本 

k 班毎の調査研究に対する大学教員等の外部指導者による指導回数 5 回 10 回 

l 本校生徒を「エキスパート生徒」として授業に参加させ、起業家教育にお

ける課題研究についてアドバイスする延べ人数 
31 人 20 人 

m 高校生ビジネスグランプリへの応募（日本政策金融公庫主催） 17 本 5 本 

n ＩＣＴを利用した隔地者間のコミュニケーション（ＷＥＢミーティング、

ＷＥＢディスカッション）の回数 
0 回/学期 1 回/学期 

o 国内大都市及び地方都市におけるマーケティング調査及び販売実習の回数 1 回 1 回 

p 全国サミットへの参加回数 1 回 1 回 

q 本取組専用 HP 開設および更新回数 0.6 回/週 1 回/週 

r 研究開発実施報告書の作成回数 1 回 1 回 

s 上天草市報の広報特派員の取組による紙面掲載回数 5 回 5 回 

t 高校生による天草ＣＡＴＶ（天草地域のケーブルテレビ局）での番組制作

本数 
0 本 1 本 

u 観光協会が所有するキッチンカーによる、開発した商品の販売回数 1 回 2 回 

v 本事業（現在の本校の取組）が魅力的だと考える保護者の割合 86.5% 85% 

w 本事業（現在の本校の取組）が魅力的だと考える生徒の割合 91.4% 85% 

③地域人材を育成する地域としての活動指標（アウトプット） 
 

 
項目 2019 年度 

2021 年度 

到達目標 

a コンソーシアムの活動回数 5 回 6 回 

b 地域理解講義の講師数 12 人 10 人 

c プロジェクト学習の語り合いへの参加数 36 人 80 人 

d 地域住民等の研究成果発表会への参加数 30 人 100 人 

e 上天草バザールにおける協力者、来場者数 1,856 人 2,100 人 

f 福祉科の実習等に携わる事業所等の数 16 事業所 22 事業所 

（２）成果および評価 
①政策金融公庫主催第７回高校生ビジネスプラン・グランプリ学校賞受賞 

１年生全員（１７班）がビジネスプランを作成し応募したところ、「起業教育の推進
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を熱心に取り組んでいる学校」として学校賞を受賞することができた。 
 
②１学年生徒の変容 

（１）の①「本構想において実現する成果目標（アウトカム）」で挙げた数値だけで

なく、７月実施の「高校魅力化評価システム」においても、他学年に比べ１年生の数値

が軒並み高くなっている。これが本事業の成果であるかどうかは、次年度の数値との比

較が必要であるが、少なくとも職員は手応えを感じている。 
 
９ 次年度以降の課題及び改善点 
（１）生徒の活動時間の確保（内容の精選） 

学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」において、地域理解講座などのインプットと

成果発表やビジネスプラン・グランプリへの応募などのアウトプットの機会は確保する

ことができた。しかし、インプットされた内容をじっくりと熟成させる時間を確保でき

ていなかった。次年度は、内容を見直すとともに授業時間を確保することで、じっくり

と探究活動を取組む環境を整備する。 
（２）「聞く」「話す」「表現する」プロジェクトの充実 

本年度の授業改善への取組は、準備と計画が中心で成果を残すことができなかった。

次年度は、ルーブリックを全教科共通の目標に掲げ、新しい授業の開発に取組む。また、

各教科のシラバスの見直し、教科間で関連する単元の学習時期を連動させるなど、教科

横断型の授業開発を進めていく。 
（３）大学との連携強化 

今年度は、（１）で述べたように、生徒がじっくりと探究に取組む時間がとれたとは

言い難く、大学等の専門機関と連携するような場面を創り出すことができなかった。次

年度は、上天草プロジェクトⅡでじっくりと高度な探究に取組むことが可能と考えられ

るので、新たに大学との連携強化にも努めていきたい。 
（４）ICT を活用した新しい学びへの挑戦 

本年度は、Classi を導入し、オンライン学習システムを活用した自学力育成を開始でき

た。しかし、当初の ICT を利用した、大学の先生方や熊本県内に配置されている指導教

諭とのＴＴなどを遠隔等で行い、教員の指導力向上を図る計画は、十分な環境が整備で

きず ICT を利用する機会をつくることができなかった。次年度は、授業だけではなく、

遠隔地とのコミュニケーション手段としても、ICT の利用を推進していく。 
（５）地域学習実施支援員並びにコンソーシアムの機能継承 

事業終了後に向けて、地域学習実施支援員並びにコンソーシアムの機能を総合型コミ

ュニティ・スクールにおける学校運営協議会等が継承するための準備をする。 
 
【担当者】 

 

担当課 熊本県教育庁教育指導局高校教育課 ＴＥＬ ０９６－３３３－２６８５ 
氏 名 釜賀 健司 ＦＡＸ ０９６－３８４－１５６３ 
職 名 指導主事 e-mail kamaga-k@pref.kumamoto.lg.jp 
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（１）地域理解講座 
地域に密着した課題について、市役所等から講師を招聘し、講義形式中心で今年度は６回実施。地域

を知り愛着を持ち、地域の課題を知ることを目的とする。聞いて、メモを取り、要点をまとめる能力の

向上も図る。添付されているグラフは、各講座終了後に実施した自己評価の集計。 
 
①「上天草市の現状と未来」 

期 日：令和元年５月１６日（木）１０：５５～１１：４５ 
場 所：上天草高校視聴覚室 
講 師：上天草市副市長 小嶋 一誠 氏 

 
②「上天草市の６次産業化とブランド化について」 

 期 日：令和元年５月３０日（木）１４：５０～１５：４０ 
場 所：上天草高校視聴覚室 
講 師：上天草市役所 産業政策課 産業創出係長 大野 公二朗 氏 

ふるさと産業係主幹 山川 葉子 氏 

③「上天草市の観光について」 
 期 日：令和元年６月１３日（木）１０：５５～１１：４５ 

場 所：上天草高校視聴覚室 
講 師：上天草市役所 おもてなし観光課 観光振興係長 寺中 寛人 氏 

61.9%
61.9%

46.0%
49.2%

59.4%
56.3%

47.6%
31.7%

54.0%

34.9%
34.9%

44.4%
44.4%

34.4%
37.5%

42.9%
46.0%

39.7%

1.6%
0.0%

6.3%
4.8%
6.3%
6.3%

7.9%
17.5%

6.3%

1.6%
3.2%
3.2%
1.6%
0.0%
0.0%
1.6%
4.8%
0.0%

しっかり話を聞くことができた。

しっかりメモをとることができた。

要点をまとめることができた。

内容を理解することができた。

上天草の良いところが見つかった。

上天草の課題が見つかった。

上天草の課題を解決したいと思った。

課題を解決するアイデアが浮かんだ。

上天草がもっと好きになった。

地域理解②６次産業化とブランド化 そう思う だいたいそう思う あまり思わない そう思わない

54.8%
21.3%
24.6%

36.5%
61.9%

48.4%
30.2%

3.2%
49.2%

40.3%
39.3%

49.2%
54.0%

31.7%
48.4%

61.9%
40.3%

41.3%

3.2%
31.1%

23.0%
7.9%
4.8%
1.6%

6.3%
48.4%

9.5%

1.6%
8.2%
3.3%
1.6%
1.6%
1.6%
1.6%

8.1%
0.0%

しっかり話を聞くことができた。

しっかりメモをとることができた。

要点をまとめることができた。

内容を理解することができた。

上天草の良いところが見つかった。

上天草の課題が見つかった。

上天草の課題を解決したいと思った。

課題を解決するアイデアが浮かんだ。

上天草がもっと好きになった。

地域理解①上天草市の現状と未来 そう思う だいたいそう思う あまり思わない そう思わない

84.2%
73.7%

60.5%
71.1%
71.8%
76.9%

61.5%
39.5%

60.5%

13.2%
23.7%

36.8%
26.3%
25.6%
20.5%

35.9%
44.7%

36.8%

2.6%
2.6%
2.6%
2.6%
0.0%
0.0%
0.0%

15.8%
2.6%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
2.6%
2.6%
2.6%
0.0%

0.0%

しっかり話を聞くことができた。

しっかりメモをとることができた。

要点をまとめることができた。

内容を理解することができた。

上天草の良いところが見つかった。

上天草の課題が見つかった。

上天草の課題を解決したいと思った。

課題を解決するアイデアが浮かんだ。

上天草がもっと好きになった。

地域理解③上天草市の観光について そう思う だいたいそう思う あまり思わない そう思わない
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１ 学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」 
地域の現状を理解し、その中から課題を発見し、分析する力、克服して解決に導く力を養う。また、発

表を通じてプレゼンテーション能力を養う目的で実施。週１単位。 
上天草プロジェクトⅠ実施内容 

 

期日 備考
4月11日 オリエンテーション 1 【 雇われる就職から創り出す就職へ 】
5月16日 地域理解講座 1 【 市の現状と未来 】 上天草市副市長
5月30日 地域理解講座 2 【 ６次産業とブランド化 】 市産業政策課
6月13日 地域理解講座 3 【 観光 】 市おもてなし観光課
6月20日 プロジェクト学習 1 【 テーマ設定・班分け 】
7月4日 先進出前講座 1 【 ビジネスプランを創ろう！ 】 日本政策金融公庫２時間

7月11日 プロジェクト学習 2 【 収支計算の演習とプラン作成 】
8月27日 地域住民との語り合い 1 【 上天草の困り事を語り合う 】
9月5日 プロジェクト学習 3 【 研究、フィールドワーク 】

9月12日 プロジェクト学習 4 【 研究、フィールドワーク 】
9月19日 プロジェクト学習 5 【 ビジネスプラン完成 】
9月26日 地域理解講座 4 【 上天草市の水産振興について 】 市農林水産課

10月10日 地域理解講座 5 【 上天草の地場産業を知る（内航海運業） 】 市産業政策課
10月17日 プロジェクト学習 6 【 研究、フィールドワーク 】
10月24日 先進出前講座 2 【 デザインの基礎 】 崇城大デザイン学科
10月31日 プロジェクト学習 7 【 中間発表準備 】
11月7日 プロジェクト学習 8 【 中間発表準備 】
11月9日 中間報告展示 1 【 上天草バザールにて展示 】 ポスター展示

11月14日 先進出前講座 3 【 地方創生～地域おこし協力隊の取組～ 】 地域おこし協力隊
11月28日 プロジェクト学習 9 【 研究、フィールドワーク 】
12月3日 先進出前講座 4 【 プレゼンテーションの基礎 】
12月3日 地域理解講座 6 【 上天草市の開発プロジェクト 】

12月12日 先進出前講座 5 【 映画でつなぐ地域の魅力 】
1月9日 プロジェクト学習 10 【 研究および発表準備 】

1月16日 プロジェクト学習 11 【 成果発表会準備 】
1月23日 プロジェクト学習 12 【 成果発表会準備 】
1月30日 プロジェクト学習 13 【 成果発表会準備 】
2月5日 研究成果発表会 1 【 生徒研究成果発表会（上天草の虎） 】 アロマホール

2月20日 プロジェクト学習 14 【 成果発表会の振り返り 】
2月27日 プロジェクト学習 15 【 次年度へ向けた課題設定 】
3月12日
3月19日

内容 内容詳細

現地研修旅行

休校のため中止
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第２章　研究開発の詳細



④「上天草市の水産振興について」 
 期 日：令和元年９月２６日（木）１４：５０～１５：４０ 

場 所：上天草高校視聴覚室 
講 師：上天草市役所 農林水産課 課長 水野 博之 氏 

参事 桑田 桂 氏 
主事 渡辺 孝二 氏 

 
⑤「上天草市の地場産業を知る（内航海運業）」１４：５０～１５：４０ 

 期 日：令和元年１０月１０日（木） 
場 所：上天草高校視聴覚室 
講 師：株式会社 雄和海運 浦山 秀大 氏 

        上天草市役所 産業政策課 係長 小松野 洋己 氏 
                     主事 宮崎 克也 氏 

 
⑥「上天草の開発プロジェクト」 

 期 日：令和元年１０月１０日（木）１４：０５～１５：３０ 
場 所：千巌山展望台およびその周辺、ミオ・カミーノ天草 
講 師：上天草市開発プロジェクト推進課 課長補佐 友添 真也 氏 
                    主事 松本 大紀 氏 

82.3%
64.5%
66.1%

75.0%
76.2%
81.3%

71.9%
45.2%

65.1%

16.1%
21.0%

30.6%
23.4%
22.2%
17.2%

26.6%
43.5%

31.7%

1.6%
11.3%

3.2%
0.0%
1.6%
0.0%
0.0%

9.7%
3.2%

0.0%
3.2%
0.0%
1.6%
0.0%
1.6%
1.6%
1.6%
0.0%

しっかり話を聞くことができた。

しっかりメモをとることができた。

要点をまとめることができた。

内容を理解することができた。

上天草の良いところが見つかった。

上天草の課題が見つかった。

上天草の課題を解決したいと思った。

課題を解決するアイデアが浮かんだ。

上天草がもっと好きになった。

地域理解④上天草市の水産振興について そう思う だいたいそう思う あまり思わない そう思わない

82.8%
76.2%
73.0%
78.1%
76.6%
79.7%

73.0%
63.5%

73.0%

15.6%
22.2%
25.4%
20.3%
21.9%
18.8%

23.8%
27.0%

23.8%

0.0%
1.6%
1.6%
0.0%
0.0%
0.0%
3.2%

9.5%
3.2%

1.6%
0.0%
0.0%
1.6%
1.6%
1.6%
0.0%
0.0%

0.0%

しっかり話を聞くことができた。

しっかりメモをとることができた。

要点をまとめることができた。

内容を理解することができた。

上天草の良いところが見つかった。

上天草の課題が見つかった。

上天草の課題を解決したいと思った。

課題を解決するアイデアが浮かんだ。

上天草がもっと好きになった。

地域理解⑤上天草市の地場産業を知る そう思う だいたいそう思う あまり思わない そう思わない

80.0%
54.7%
52.8%

67.3%
72.2%

68.5%
63.0%

59.3%
65.5%

18.2%
32.1%
41.5%

30.9%
25.9%

24.1%
27.8%

25.9%
32.7%

0.0%
11.3%

5.7%
0.0%
1.9%

5.6%
7.4%

13.0%
0.0%

1.8%
1.9%
0.0%
1.8%
0.0%
1.9%
1.9%
1.9%
1.8%

しっかり話を聞くことができた。

しっかりメモをとることができた。

要点をまとめることができた。

内容を理解することができた。

上天草の良いところが見つかった。

上天草の課題が見つかった。

上天草の課題を解決したいと思った。

課題を解決するアイデアが浮かんだ。

上天草がもっと好きになった。

地域理解⑥上天草市の開発プロジェクト そう思う だいたいそう思う あまり思わない そう思わない
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（２）先進出前講座 
大学や研究機関等から外部講師を招聘し講義形式を中心に実施。地域課題を解決するのに必要な知識

・技能を習得する事を目的とする。また、聞いて、メモを取り、要点をまとめる能力の向上も目指す。

添付されているグラフは、各講座終了後に実施した自己評価の集計。 
①「ビジネスプランを創ろう！」 

期 日：令和元年７月４日（木）１３：５０～１５：４０ 
場 所：上天草高校視聴覚室 
講 師：日本政策金融公庫 熊本創業支援センター 所長 尾﨑 真哉 氏 
                        上席所長代理 石﨑 勇 氏 

②「デザインの基礎」 
期 日：令和元年１０月２４日（木）１４：５０～１５：４０ 
場 所：上天草高校視聴覚室 
講 師：崇城大学 芸術学部 デザイン学科 教授 岩上 孝二 氏 

 

 
③「地方創生～地域おこし協力隊の取組～」 

期 日：令和元年１１月１４日（木）１４：５０～１５：４０ 
場 所：上天草高校視聴覚室 
講 師：上天草市地域おこし協力隊 

維和島振興協議会（いわらぼ） 会長 星野 真理 氏 
         元田農業株式会社 代表取締役 元田 有祈 氏 
 

 
④プレゼンテーション講演会「プレゼンテーションの極意」 

期 日：令和元年１２月３日（火）１０：３０～１２：２０ 
場 所：天草高校体育館（天草高校取組と合同で実施） 
講 師：日本マイクロソフト(株) エバンジェリスト・業務執行役員 西脇 質哲 氏 

 

73.3%
71.7%

65.0%
67.2%
72.1%
78.7%

53.3%

25.0%
26.7%

33.3%
31.1%
26.2%
19.7%

43.3%

1.7%
0.0%
1.7%
0.0%
0.0%
0.0%
3.3%

0.0%

1.7%
0.0%
1.6%
1.6%
1.6%
0.0%

しっかり話を聞くことができた。

しっかりメモをとることができた。

要点をまとめることができた。

内容を理解することができた。

デザインに興味が湧いた

今日の内容を今後活かしたい

今日の内容を活かすアイデアが浮か…

先進出前講座②デザインの基礎 そう思う だいたいそう思う あまり思わない そう思わない

82.8%
72.6%
77.8%
77.8%
79.7%

73.4%
74.6%

62.9%
71.4%

15.6%
21.0%

19.0%
20.6%
18.8%

25.0%
23.8%

30.6%
23.8%

0.0%
3.2%
1.6%
0.0%
0.0%
0.0%
1.6%

4.8%
4.8%

1.6%
3.2%
1.6%
1.6%
1.6%
1.6%
0.0%
1.6%
0.0%

しっかり話を聞くことができた。

しっかりメモをとることができた。

要点をまとめることができた。

内容を理解することができた。

上天草の良いところが見つかった。

上天草の課題が見つかった。

上天草の課題を解決したいと思った。

課題を解決するアイデアが浮かんだ。

上天草がもっと好きになった。

先進出前講座③地方創生～地域おこし協力隊～そう思う だいたいそう思う あまり思わない そう思わない
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⑤「映画でつなぐ地域の魅力」 

期 日：令和元年１２月１２日（木）１４：５０～１５：４０ 
場 所：上天草高校視聴覚室 
講 師：映画監督（and pictures） 榊原 有佑 氏 

映画プロデューサー 杉浦  青  氏 
ジャパン・フィルムコミッション 副理事長  小山 真一 氏 

 
 
（３）プロジェクト学習 

地域課題解決のためビジネスプランを考案する探究活動を行った。９月には日本政策金融公庫主催第

７回高校生ビジネスプラン・グランプリに全員（６７人１７班）が応募した。９月以降もビジネスプラ

ンの考案または修正を繰返すことで、地域と協働した探究的な学びを実践することが目的。特に１年次

は「チャレンジしてみる！」を合い言葉に、ＰＤＣＡサイクルで調査研究の手法の習得を図る。 
応募作品一覧 
班 タイトル  班 タイトル 

1 海上アスレチック SASUKE風タイムアタック  10 地域を支える共有アプリ 

2 廃校さばいばる  11 かみネマ 

3 上天草スタンプラリー  12 農業体験ツアー 

4 室内アスレチックパーク【冷暖房付き】  13 高校生が上天草ばＰＲするばい 

5 いざ、集合。ごみくん  14 いい香りの消臭剤 

6 ＮＭ ｅｎｊｏｙ  15 けものカフェ 

7 Let’s get together in kamiamakusa  16 使ってたまる上ｐａｙ 

8 大先輩と後輩の交流サービス  17 ひと夏の思い出作り 

9 週末オープン憩いの場    

 

79.0%
72.1%

67.2%
78.7%
79.0%

67.2%
67.2%
63.9%
70.5%

19.4%
24.6%

29.5%
19.7%
19.4%

29.5%
31.1%

29.5%
27.9%

0.0%
3.3%
3.3%
1.6%
0.0%
3.3%
1.6%

4.9%
0.0%

1.6%
0.0%
0.0%
0.0%
1.6%
0.0%
0.0%
1.6%

1.6%

しっかり話を聞くことができた。

しっかりメモをとることができた。

要点をまとめることができた。

内容を理解することができた。

上天草の良いところが見つかった。

上天草の課題が見つかった。

上天草の課題を解決したいと思った。

課題を解決するアイデアが浮かんだ。

上天草がもっと好きになった。

先進出前講座⑤映画でつなぐ地域の魅力 そう思う だいたいそう思う あまり思わない そう思わない

73.7%
52.7%
58.2%

66.7%
69.6%

77.2%
55.4%

24.6%
16.4%

29.1%
31.6%
26.8%

21.1%
41.1%

0.0%
10.9%

10.9%
0.0%
3.6%
0.0%
3.6%

1.8%

20.0%
1.8%
1.8%
0.0%
1.8%
0.0%

しっかり話を聞くことができた。

しっかりメモをとることができた。

要点をまとめることができた。

内容を理解することができた。

プレゼンテーションに興味が湧いた

今日の内容を今後活かしたい

今日の内容を活かすアイデアが浮か…

先進出前講座④プレゼンテーションの極意 そう思う だいたいそう思う あまり思わない そう思わない
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（４）フィールドワーク 
プロジェクト学習が単なる「調べ学習」で終わらぬよう現場での活動を行うことが目的。同時にアポ

イントメントの取り方や調査研究の手法の習得を図る。生徒の要望に合わせ、交通手段も確保できるよ

うになっている。今年度の１年生上天草プロジェクトⅠは、地域理解講座等で時間的な余裕がなく活発

なフィールドワークができなかったが、２年生の上天草プロジェクトⅡでは、活発なフィールドワーク

ができる事を期待している。 
実績は以下のとおり。 

期

日 
内容 テーマ 活動場所 参加数 協力者等 

9/19 レクチャー 商品開発と販売 藍のあまくさ村 4 藍の村観光(株) 

9/19 レクチャー 公共交通とまちづくり 上天草市役所 4 市企画政策課 

9/19 レクチャー 特産品とブランド 上天草市役所 3 市産業政策課 

1/6 現地視察 地域と映画 湯島 4   

1/26 市場調査 映画に関する意識調査 アロマ 
（上天草映画祭会場） 

4 上天草映画祭実行委員会 

 
２ 特別講演会 

文部科学省指定「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（魅力化型）」の取組を力強く推進す

るために先進事例を学ぶ。また、本校における本事業の関係者が一堂に会し、情報交換することでさらな

る取組の推進に資することを目的に開催。 
①期 日：令和元年１２月１９日（木）１４：００ ～ １６：００ 
②会 場：大矢野自然休養村管理センター 大会議室 
③参加者：上天草高校全校生徒２０３名および教職員 
     県内学校関係者１５名、県内自治体職員等３名、大学生４名 
     上天草市内事業所３名 
④内 容：テーマ「自分と地域の未来をつくる学び」 

ⅰ 講演 
 講 師 : (一財)地域・教育魅力化プラットフォーム 奥 田  麻 依 子 氏 
ⅱ パネルディスカッション 
 パ ネ ラ ー : (一財)地域・教育魅力化プラットフォーム 奥 田  麻 依 子 氏 
  上天草市長 堀 江  隆 臣 氏 
  維和島振興協議会会長 星 野  真 理 氏 
  上天草高校同窓会副会長、湯楽亭代表取締役 嶋 田  昭 仁 氏 
  上天草高校生徒会会長 山 口  太 輝  
 司 会 : 上天草高校カリキュラム開発等専門家 元 田  有 祈 氏 

 
（生徒自己評価集計結果） 

78.7%
69.6%

66.0%
66.0%
66.0%
66.0%
66.0%

61.7%
66.0%

19.1%
26.1%

29.8%
31.9%
31.9%

27.7%
29.8%

25.5%
29.8%

2.1%
2.2%
2.1%
0.0%
2.1%

6.4%
4.3%

6.4%
4.3%

0.0%
2.2%
2.1%
2.1%
0.0%
0.0%
0.0%
6.4%
0.0%

しっかり話を聞くことができた。

しっかりメモをとることができた。

要点をまとめることができた。

内容を理解することができた。

上天草の良いところが見つかった。

上天草の課題が見つかった。

上天草の課題を解決したいと思った。

課題を解決するアイデアが浮かんだ。

上天草がもっと好きになった。

特別講演会（１年生） そう思う だいたいそう思う あまり思わない そう思わない
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３ 地域住民との語り合い 

上天草プロジェクトⅠの生徒自身が地域の課題に気づき、その解決策を探究するため活動の一貫として

実施。地域の方たちと語り合う中で、地域の課題や地域の想いを汲み取る事およびその能力の育成を目的

とする。市役所、農協、漁協、福祉関係者、観光協会、商工会、ロータリークラブ、近隣住民、さらには

大学生や地域おこし協力隊にも呼びかけ、高校生と一緒に「上天草の困り事」をテーマに語り合いを実施

した。 
①期 日：令和元年８月２７日（火）９：３０ ～ １１：００ 
②会 場：上天草高校図書館棟（視聴覚室、学習室１、学習室２） 
③参加者：上天草高校１年生６７名 職員１１名（校長、教頭、１学年担当）、近隣住民４名、上天草

市区長会連合会９名、福祉施設職員３名、ＪＡ３名、ロータリークラブ３名、大学関係者４

名、市議会議員１名、市役所職員４名、地域おこし協力隊１名、学校運営協議会委員等３名 
④内 容：「上天草の困り事」をテーマに１１班に分かれディスカッション・発表 
⑤ファシリテーター (株)地域のチカラ 代表取締役 北岡 敦広 氏 
           （→本校学校運営委員会委員、上天草市中学校コーディネーター） 
          本校カリキュラム開発等専門家 元田 有祈 氏 

82.4%
25.0%

51.0%
68.6%

58.8%
76.9%

63.5%
38.0%

51.0%
58.8%

13.7%
30.6%

44.9%
29.4%

35.3%
21.2%

34.6%
44.0%

35.3%
35.3%

3.9%
25.0%

2.0%
2.0%

5.9%
0.0%
0.0%

16.0%
13.7%

5.9%

0.0%
19.4%
2.0%
0.0%
0.0%
1.9%
1.9%

2.0%
0.0%
0.0%

しっかり話を聞くことができた。

しっかりメモをとることができた。

要点をまとめることができた。

内容を理解することができた。

上天草の良いところが見つかった。

上天草の課題が見つかった。

上天草の課題を解決したいと思った。

課題を解決するアイデアが浮かんだ。

上天草がもっと好きになった。

自分の考えをしっかり伝えることが…

住民との語り合い（生徒アンケート） そう思う だいたいそう思う あまり思わない そう思わない

44.1%
41.2%

61.8%
72.7%

24.2%
82.4%

48.5%
67.6%

52.9%
76.5%

47.1%
52.9%

35.3%
24.2%

57.6%
14.7%

48.5%
29.4%

44.1%
20.6%

5.9%
5.9%
2.9%
3.0%

15.2%
0.0%
3.0%
0.0%
0.0%
0.0%

2.9%
0.0%
0.0%
0.0%
3.0%

2.9%
0.0%
2.9%
2.9%
2.9%

思っていることを話すことができた。

上天草の良いところを再確認できた。

上天草の課題が見つかった。

上天草の課題を解決したいと思った。

上天草の課題解決のアイデアが浮かんだ。

高校生は、しっかりと話を聞いてくれた。

高校生は、しっかりと話を聞かせてくれた。

高校生は、今日のイベントに真剣に取組んでい…

高校生は、地域に貢献している。

今後も高校生と一緒に活動したい。

住民との語り合い（住民アンケート） そう思う だいたいそう思う あまり思わない そう思わない

42.0%
29.0%

24.6%
30.4%
34.8%

23.2%
29.0%

20.3%
43.5%

52.2%
58.0%

58.0%
63.8%
58.0%

63.8%
62.3%

43.5%
49.3%

5.8%
13.0%

15.9%
4.3%
7.2%

13.0%
8.7%

34.8%
7.2%

0.0%
0.0%
1.4%
1.4%
0.0%
0.0%
0.0%
1.4%
0.0%

しっかり話を聞くことができた。

しっかりメモをとることができ…

要点をまとめることができた。

内容を理解することができた。

上天草の良いところが見つかっ…

上天草の課題が見つかった。

上天草の課題を解決したいと…

課題を解決するアイデアが浮か…

上天草がもっと好きになった。

特別講演会（２・３年生） そう思う だいたいそう思う あまり思わない そう思わない
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４ 成果の発表 
生徒自身が、自らの探究活動を振り返るとともにプレゼンテーション能力の向上を目的に、生徒の探究

活動の成果を発表する機会を多く用意した。 
 

（１）中間発表 ～ポスター展示～ 
中間発表としてポスター展示を行った。研究成果を紙面にまとめることで整理し、将来のポスターセ

ッションにつなげる狙いがある。 
①期 日：令和元年１１月９日（土）１０：００ ～ １４：００ 
②会 場：松島総合センターアロマ メインアリーナ 

      （本校販売実習「上天草バザール」の会場での展示） 
③内 容：・自ら創ったビジネスプランについてまとめたポスター 

      ・Ａ０カラーで作成し、説明がなくても伝わる内容 
      ・先進出前講座「デザインの基礎」で得た知識を活用 
      ・１年生全員１７班が展示 

 
（２）研究成果発表会 ～上天草の虎～ 

事業の説明の後、１年間の探究活動の成果としてビジネスプランのプレゼンテーションを実施。１年

生全員１７班が発表した。３分間のプレゼンテーションとその後３分間審査員との質疑応答でプレゼン

テーション能力の向上を目指す。 
①期 日：令和２年２月５日（水）１３：００ ～ １６：００ 
②会 場：松島総合センターアロマ アロマホール 
③参加者：本校生徒１・２年生および職員 
     銀行関係者４名、大学関係者２、介護施設関係者３名、商工会１名 
     地元経営者１名、上天草市地域おこし協力隊２名、上天草市役所職員３名 
     地元小中学校９名、県内高等学校１４名、県教育委員会２名 
     県外団体４名、県外高等学校４名 
④審査員：日本政策金融公庫国民生活事業熊本創業支援センター所長 尾﨑 真哉 氏 
     株式会社 肥後銀行 大矢野支店 支店長 米本 明弘 氏 
     株式会社アマーサ 代表取締役 四方田 徹 氏 
     維和島振興協議会（いわらぼ） 会長 星野 真理 氏 

発表内容 

 
 

タイトル テーマ  タイトル テーマ 

よい香りの消臭剤 特産品を使った商品開発 高校生が上天草をＰＲすっばい 観光ＰＲ活動 

農業体験ツアー 農業後継者不足問題 室内アスレチックパーク 観光アクティビティ開発 

ひと夏の思い出作り 観光アクティビティ開発 いざ集合 ごみくん ゴミ収集問題 

廃校サバイバル 既存施設の再利用 地域を支える共有アプリ 地域住民支援アプリ開発 

大先輩と後輩の交流サービス 高齢者との交流 使ってたまる上Ｐａｙ ＩＣカード還元システム 

上天草ジビエプロジェクト 鳥獣被害の解決 上天草スタンプラリー 観光イベント企画 

けものカフェ 観光客増加への取り組み かみネマ 娯楽施設の開発 

「天草名物」を開発しよう 特産品を使った商品開発 イルカで地域活性化 地域魅力情報発信企画 

週末オープン憩いの場 観光・娯楽施設の開発   
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（３）ＫＳＨ（熊本県スーパーハイスクール）生徒研究発表会への参加 
県内外の探究活動に取組む生徒が一堂に会し、それぞれの研究状況についての情報・意見交換を行い、

生徒が自身の研究に対する理解を深め、今後の研究活動をより充実させる機会とする事を目的として実

施。ＫＳＨ（熊本県スーパーハイスクール）とは、文部科学省または県の指定を受け、各分野で先進的

な研究を進めている県立学校１３校のこと。 
①期 日：令和元年１２月１日（日）１１：００ ～ １６：００ 
②会 場：崇城大学「ＳｏＬＡ」 
③参加者：本校１年生１２名（３班） 
④内 容：ポスターセッション 

・テーマ「廃校サバイバル」 
「地域を支える共有アプリ」 
「農業体験ツアー」 

・各校参加者が発表者・見学者に別れポスターセッションを実施 
 
（４）上天草市主催「上天草市地域ささえあい住民フォーラム」への参加 

上天草市の各機関・団体と住民の協働や住民同士の助け合い活動の

一層の推進を図ることを目的とした住民フォーラムに参加。「上天草

市内の取組みについて」のパネルディスカッションにパネラーとして

参加し、上天草プロジェクトの取組を発表した。 
①期 日：令和元年１２月１日（日）１３：００ ～ １６：００ 
②会 場：松島総合センターアロマ アロマホール 
③参加者：本校１年生３名 

 
 
５ 都市（大阪）での調査および販売実習 

上天草地域を客観視し、地域の現状の考察や新たな方向性を見出す機会とする事を目的として実施し

た。また、上天草同様、日本各地域に存在する島の取組を知り、地元活性化のヒントを得る機会とする。 
①期 日：令和元年１２月２０日（金）～ ２１日（土） 
②参加者：本校１年生５名 （応募２３名から選出） 
③内 容： 

ⅰ 「島の宝プレミアムマルシェ in 大阪駅」で販売およびパンフレット配布 
 ⅱ 熊本の食材を取り扱う飲食店「熊本 馬源」での調査 
 ⅲ 上天草アンテナショップ「産直野菜ぷちトマト」（池田市）での調査 など 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

20

６ エキスパート生徒派遣 
上天草市では小中高一貫の起業家教育を推進しており、中学生もビジネスプランの作成などに取組んで

いる。今年度は上天草市立大矢野中学校と連携した取組を行った。 
 
（１）大矢野中学校生徒考案のビジネスプランを知る 

大矢野中学校の生徒もビジネスプランの作成に取組んでおり、その内容を中学生がプレゼン。高校生

は第２回の取組時、中学生にアドバイスをするための下準備をさせてもらった。 
①期 日：令和元年１１月７日（木）１６：３０ ～ １７：３０ 
②会 場：上天草市立大矢野中学校 
③参加者：本校１年生１０名、大矢野中学校２年生７名 
④ファシリテーター：(株)地域のチカラ 代表取締役 北岡 敦広 氏 
        （→ 本校学校運営委員会委員、上天草市中学校コーディネーター） 

 
（２）本校生徒と大矢野中学校生徒のワークショップ 

本校の販売実習「上天草バザール」と平行してワークショップを実施した。成果物は販売実習会場の

イベントステージで発表した。 
①期 日：令和元年１１月９日（土）１０：００ ～ １３：００ 
②会 場：松島総合センターアロマ（視聴覚室およびメインアリーナ） 
③参加者：本校１年生１０名、大矢野中学校２年生１１名 
④ファシリテーター：(株)地域のチカラ 代表取締役 北岡 敦広 氏 
⑤内 容： 

ⅰワークショップ 
  テーマ①「中学生のビジネスプランを練り上げよう！」 
  テーマ②「理想の上天草像を考えよう！」 

  ⅱ発表 
    販売実習会場であるメインアリーナのイベントステージで班ごとに発表 

 
（３）本校生徒考案のビジネスプランについてディスカッション 

第３回は本校生徒考案のビジネスプランに対してプレゼンし、質問や意見をもらいながらディスカッ

ションする取組。中学生や中学校の先生に詰め寄られる場面もあり、自らのプランの弱点に気づくこと

ができた。 
①期 日：令和２年１月１４日（火）１７：３０ ～ １８：３０ 
②会 場：上天草市立大矢野中学校 
③参加者：本校１年生１１名、大矢野中学校２年生９名 
④ファシリテーター：(株)地域のチカラ 代表取締役 北岡 敦広 氏 
        （→ 本校学校運営委員会委員、上天草市中学校コーディネーター） 
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７ ＳＣＨ（スーパー・コミュニティ・ハイスクール）シンポジウムへの参加 
東北芸術工科大学コミュニティデザイン学科主催ＳＣＨ（スーパー・コミュニティ・ハイスクール）シ

ンポジウムに生徒および職員が参加。 
①期 日：令和２年２月２２日（土）～ ２５日（火） 
②参加者：本校１年生２名 

 
８ 「聞く」「話す」「表現する」プロジェクトの推進 

学校設定科目はもちろんのこと、すべての学科・教科科目において教科横断的に共通のテーマを設定し、

授業改善の大きな柱として、「聞く」「話す」「表現する」等、どの教科でも必要になる力を、地域を巻

き込みながら伸ばしていく取組で、今年度はシステム構築と職員への周知が中心であった。 
 
（１）教科毎の年間指導計画の作成 

育てる地域人材像を職員間で共有し、「聞く」「話す」「表現する」という３つの項目を伸ばすため

の年間指導計画を教科毎に暫定的に作成した。この年間指導計画は、研究開発を進める中でアップグレ

ードされていく予定である。 
 
（例：理科の年間指導計画） 
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（２）ルーブリック評価表の作成 
「聞く」「話す」「表現する」プロジェクトでの生徒の成長を評価するためにルーブリック表（案）

を作成し、校内の研究推進委員会とコンソーシアム委員会に提示し、修正を加えた。次年度から年２回

の自己評価を実施し、成長の「見える化」を目指す。 
高校卒業までに身につけさせたい力を段階的に記述している。 

 

基本・１ 応用・２ 発展・3

聞
（

聴
）

く
力

他人の話を遮ることなく、聞くことができ
る。

他人の話を要点を押さえながら聞くことが
できる。

他人の話を要点を押さえながら聞くことが
でき、その文脈から相手の真意を理解でき
る。

質
問
す
る
力

話の内容で「わからない部分」に気づき、
「なぜだろう」「どうしてだろう」と疑問
に思うことができる。

話の内容で「わからない部分」に気づき、
「なぜだろう」「どうしてだろう」と疑問
に思い、質問することができる。

話の内容で「わからない部分」に気づき、
「なぜだろう」「どうしてだろう」と疑問
に思い、質問し、自らの理解へ繋げること
ができる。

メ
モ
す
る
力

他人の話を聞き、メモすることができる。
他人の話を聞き、要点を押さえたメモする
ことができる。

他人の話を聞き、要点を押さえ関連付けな
がらメモすることができる。

態
度

話を聞くとき、聞こうとする態度を示すこ
とができる。

話を聞くとき、うなづいたり、相槌を打っ
たりするなどジェスチャーを加えながら聞
くことで相手が話しやすい環境を作ること
ができる。

話を聞くとき、状況に応じてジェスチャー
を加えながら聞くことで、相手が話しやす
い環境を作ることができるだけでなく、話
し手の問いに反応することで、話を活性化
させようとする態度を示すことができる。

論
理
的
説
明

自分の意見や考えを整理して、論理的に説
明することができる。

自分の意見や考えを整理して、根拠を示し
ながら論理的に説明することができる。

自分の意見や考えを整理して、客観性の高
い根拠を示しながら論理的に相手を説得す
ることができる。

聞
き
手
へ
の
配
慮

相手や場面に応じて、相手に伝えることが
できる。

相手や場面に応じて、相手に伝える内容を
過不足なく伝えることができる。

相手や場面に応じて、相手に伝える内容を
分かりやすく過不足なく伝えることができ
る。

魅
力
的
な
話
し
方

聞き手がわかりやすいように、誠意ある話
し方ができる。

聞き手がわかりやすいように、聞き取りや
すい音声（声量、速さ、声の調子など）や
言葉遣いを用いた話し方ができる。

聞き手がわかりやすいように、聞き取りや
すい声（声量、速さ、声の調子など）や言
葉遣いを用いた上で、大事なところを強調
したり、間の取り方を工夫したりして、相
手を惹きつける話し方ができる。

主
体
性

自分が発言しなければならない状況におい
て、考えや想いを発言をすることができ
る。

発言しなければならない状況だけでなく、
自ら積極的かつ適切に発言することができ
る。

積極的かつ適切に発言することができると
同時に、参加者の発言も引き出すことがで
きる。

情
報
収
集
力

自分の考えを表現するために必要な情報を
収集する方法を知っている。

自分の考えを表現するために必要な情報を
収集することができる。

様々な手段を用いて、自分の考えを表現す
るために必要な情報を収集することができ
る。

分
析
力

収集したデータを適切な方法で処理するこ
とができる。

収集したデータを適切な方法で処理し、自
らの分析と考察が為された情報にすること
ができる。

収集したデータを適切な方法で処理し、多
面的な分析がなされ、深い考察が加えられ
ている情報にし、その情報を活用すること
ができる。

構
成
力

一つ一つの要素を組み立て、全体として一
つのものとしてまとめることができる。

納得できる要旨であり、理解できるように
構成されたものをつくることができる。

一貫性のある説明がなされ、納得できる要
旨であり、理解できるように構成されたも
のをつくることができる。

非
言
語
コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

表情や身振り手振りなどのジェスチャーを
使って表現することができる。

相手や場面に応じて、表情や身振り手振り
などのジェスチャーを使って表現すること
ができる。

相手を惹きつけるために、相手や場面に応
じて、表情や身振り手振りなどのジェス
チャーを効果的に使って表現することがで
きる。

表
現
す
る

「聞く」「話す」「表現する」プロジェクト　ルーブリック評価表

聞
く

話
す
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（３）アイデアシートの収集および共有 
授業改善や科目横断の取組について、まずは授業中のちょっとした気づきや工夫を集め、全職員で共

有する仕組みづくりを行った。各個人が作成したアイデアシートは、全職員が共有するフォルダに集め

られ、いつでも利用できるようになっている。 
 
（①国語科のアイデアシートの一例） 

 
（②理科のアイデアシートの一例） 
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（４）授業実践シートの収集および共有 
年間指導計画およびアイデアシートを基に、各職員が授業の実践に取組んだ内容を授業実践シートと

して収集し、アイデアシートと同様の方法で共有している。 
次年度以降は、教科の垣根を越えて協力した取組を推進していきたい。 
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計

教科 科　　目 標準単位

上天草プロジェクトⅠ 1 1 1

上天草プロジェクトⅡ 1 1 1

上天草プロジェクトⅢ 1 1 1

※各学科共通教科「情報」科目「社会と情報」は、専門教科「商業」科目「情報処理」で代替

※２年次の●2、３年次の★2からそれぞれ１科目ずつを選択
　ただし、２年次の「英語表現Ⅰ」、「子どもの発達と保育」と３年次の「生活と福祉」
　は、普通科および情報会計科の２学科の生徒の選択科目とする。
※総合的な探究の時間は、学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」、「上天草プロジェクトⅡ」

「上天草プロジェクトⅢ」で代替する。

99合　　　　計 33 33 33

1 3

福祉 コミュニケーション技術 2～4 ●2 0,2

専　門　教　科　計 11

学校
設定

特活 ホームルーム活動 1 1

12,14 12,14 35,37,39

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～6

5

経 済 活 動 と 法 2～4

3

4

財 務 会 計 Ⅱ 2～4 4 0,4

5

4 0,4

ビ ジ ネ ス 情 報 2～6 5 5

情 報 処 理 2～6 4

2

課 題 研 究 2～6 4 4

4

広 告 と 販 売 促 進 2～4 ★2 0,2

4

4

原 価 計 算 2～4 3

情報 社 会 と 情 報 2 0

商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4 2

総 合 実 践 2～4

財 務 会 計 Ⅰ 2～4 4

簿 記 2～6

各 学 科 共 通 教 科 計 20 17,19 17,19 54,56,58

家庭
子どもの発達と保育 2～6 ●2 0,2

生 活 と 福 祉 2～6 ★2 0,2

家庭 家 庭 基 礎 2 2

0,2

美 術 Ⅰ 2 2

2

3 3 3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅱ 4 4

3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅰ

0,2

外
国
語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎 2 3

4

英 語 表 現 Ⅰ 2 ●2 0,2

0,2
芸
術

音 楽 Ⅰ 2 2

書 道 Ⅰ 2 2

2 8

体育 保 健 2 1 1 2
保健 体 育 7～8 3 3

生 物 基 礎 2 2 2
理
科

科 学 と 人 間 生 活 2 2

3

3

数 学 Ⅱ 4 4 4

2

公
民

現 代 社 会 2 2

3

2

倫 理 2 ●2 0,2

数
学

数 学 Ⅰ 3 3

数 学 Ａ 2

2
地理 世 界 史 Ａ 2 2 2

歴史 日 本 史 Ａ 2 2

6

4

国 語 表 現 3 ★2 0,2

3

国
語

国 語 総 合 4 4

現 代 文 Ｂ 4 3

平成３１年度現在学年○印 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

　平 成 ３１ 年 度 教 育 課 程 表
熊本県立上天草高等学校　　全日制   

学　　　　　科 情　　報　　会　　計　　科

入　学　年　度 平 成 ３１年 度 入 学
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普通
教科 科　　目 標準単位 文系 理系

30 31 30 30 31 31 82,84,86 92 92

3,5,7
上天草プロジェクトⅠ 1 1 1 1 1 1

上天草プロジェクトⅡ 1 1 1 1 1 1 1

上天草プロジェクトⅢ 1 1 1 1 1 1 1

地 域 起 業 研 究 1 1 1 1 1 1 1

地域イノベーション研究 1 1 1

特活 ホームルーム活動 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3

32 33 33 33 32 33 33 97 99 99
※普通クラス２年次の●2、３年次の★2からそれぞれ１科目ずつを選択
　ただし、普通クラス２年次の「英語表現Ⅰ」、「子どもの発達と保育」と３年次の「生活と福祉」は、普通科およ
　び情報会計科の２学科の生徒の選択科目とし、普通クラス２年次の「プログラミング」と３年次の「ビジネス情報」
　は、普通科および福祉科の２学科の生徒の選択科目とする。
※１年次、４月から９月まで「コミュニケーション英語基礎」を、１０月から３月まで「コミュニケーション英語Ⅰ」を
　履修する。
※２学年理系コースの数学Ⅲの学習は数学Ⅱの範囲の学習を終了した後に行う。
※総合的な探究の時間は、学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」、「上天草プロジェクトⅡ」、「上天草プロジェクトⅢ」
　で代替する。

平成３１年度現在学年○印 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

理
科

　　　　　平 成 ３１ 年 度 教 育 課 程 表
熊本県立上天草高等学校　　全日制   

学　　　　　科 普　　　通　　　科
入　学　年　度 平 成 ３１ 年 度 入 学

普通 特進類型（コース） 普通 特進 普通 特進

5

特進
文系 理系 文系 理系

5国 語 総 合 4 5 5 5

0,2

現 代 文 Ｂ 4 2 5 43 2 53

国 語 表 現 3 ★2

古 典 Ｂ 4 2 3 3 5 6 5

地
理
歴
史

世 界 史 Ａ 2

3 2 3

2 3 3

国
語

世 界 史 Ｂ 4

2 2

4 4 0,4 0,4

2 3 3

3 0,3 0,3

日 本 史 Ｂ 4 4 4

日 本 史 Ａ 2 3 3 3

地 理 Ａ 2 2

0,4 0,4

2 0,3 0,33 3

0,4 0,4地 理 Ｂ 4 4 4

政 治 ・ 経 済 2

現 代 社 会 2 2 2 2 2 2

0,2倫 理 2 ●2

3 3

数
学

数 学 Ⅰ 3 3 3

3 3

公
民

1

3

数 学 Ⅲ 5

3 3

数 学 Ⅱ 4 4 4 3 4

3

3 8 7

76

2 2 2

数 学 Ｂ 2

数 学 Ａ 2 2 2

物 理 基 礎

2 2 2

科 学 と 人 間 生 活 2

22 2 2 3 3 2

4 2

5 0,5

化 学 基 礎 2 2 3

物 理 4

3 3

52

2

3化 学 4

生 物 基 礎 2 3

2 2

3 2

4 5 4

2 2

生 物 4 0,5

2

保健 体 育 7～8 3 3 3

2 21

2 8 7 7

体育 保 健 2 1 1 2

22

2

0,2

音 楽 Ⅱ 2

1 1

音 楽 Ⅲ 2

2

音 楽 Ⅰ 2 2 2

美 術 Ⅱ 2

0,2 0,2

0,2

2 0,2

美 術 Ⅰ 2 2 2 0,2 0,2 0,2

0,2

美 術 Ⅲ 2

2

0,2

2 0,20,2

2

0,2

0,2

書 道 Ⅲ 2

書 道 Ⅱ 2 2

0,2

書 道 Ⅰ 2

外
国
語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎 2 3 3

芸
術

3 3 3

2

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅲ 4

33

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅱ 4 4 4

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅰ 3 3 3 3

4 4 44

4 3

4

1

2 2 2

5 45 4 4

2 2 0,2英 語 表 現 Ⅰ 2 ●2 2

家庭 家 庭 基 礎 2 2 2

情報 社 会 と 情 報 2 2 2

★2広 告 と 販 売 促 進 2～4

2 2 2

各 学 科 共 通 教 科 計 25,27 27,29

3

0,2

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4 3

0,2★2ビ ジ ネ ス 情 報 2～6

専　門　教　科　計 3,5 0,2

福祉 コミュニケーション技術 2～4 ●2

★2 0,2

●2 0,2

学校
設定

合　　　　計 33

0,2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～6

家庭

商
業

0,2

生 活 と 福 祉 2～6

子どもの発達と保育 2～6 ●2
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普通
教科 科　　目 標準単位 文系 理系

30 31 30 30 31 31 82,84,86 92 92

3,5,7
上天草プロジェクトⅠ 1 1 1 1 1 1

上天草プロジェクトⅡ 1 1 1 1 1 1 1

上天草プロジェクトⅢ 1 1 1 1 1 1 1

地 域 起 業 研 究 1 1 1 1 1 1 1

地域イノベーション研究 1 1 1

特活 ホームルーム活動 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3

32 33 33 33 32 33 33 97 99 99
※普通クラス２年次の●2、３年次の★2からそれぞれ１科目ずつを選択
　ただし、普通クラス２年次の「英語表現Ⅰ」、「子どもの発達と保育」と３年次の「生活と福祉」は、普通科およ
　び情報会計科の２学科の生徒の選択科目とし、普通クラス２年次の「プログラミング」と３年次の「ビジネス情報」
　は、普通科および福祉科の２学科の生徒の選択科目とする。
※１年次、４月から９月まで「コミュニケーション英語基礎」を、１０月から３月まで「コミュニケーション英語Ⅰ」を
　履修する。
※２学年理系コースの数学Ⅲの学習は数学Ⅱの範囲の学習を終了した後に行う。
※総合的な探究の時間は、学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」、「上天草プロジェクトⅡ」、「上天草プロジェクトⅢ」
　で代替する。

平成３１年度現在学年○印 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

理
科

　　　　　平 成 ３１ 年 度 教 育 課 程 表
熊本県立上天草高等学校　　全日制   

学　　　　　科 普　　　通　　　科
入　学　年　度 平 成 ３１ 年 度 入 学

普通 特進類型（コース） 普通 特進 普通 特進

5

特進
文系 理系 文系 理系

5国 語 総 合 4 5 5 5

0,2

現 代 文 Ｂ 4 2 5 43 2 53

国 語 表 現 3 ★2

古 典 Ｂ 4 2 3 3 5 6 5

地
理
歴
史

世 界 史 Ａ 2

3 2 3

2 3 3

国
語

世 界 史 Ｂ 4

2 2

4 4 0,4 0,4

2 3 3

3 0,3 0,3

日 本 史 Ｂ 4 4 4

日 本 史 Ａ 2 3 3 3

地 理 Ａ 2 2

0,4 0,4

2 0,3 0,33 3

0,4 0,4地 理 Ｂ 4 4 4

政 治 ・ 経 済 2

現 代 社 会 2 2 2 2 2 2

0,2倫 理 2 ●2

3 3

数
学

数 学 Ⅰ 3 3 3

3 3

公
民

1

3

数 学 Ⅲ 5

3 3

数 学 Ⅱ 4 4 4 3 4

3

3 8 7

76

2 2 2

数 学 Ｂ 2

数 学 Ａ 2 2 2

物 理 基 礎

2 2 2

科 学 と 人 間 生 活 2

22 2 2 3 3 2

4 2

5 0,5

化 学 基 礎 2 2 3

物 理 4

3 3

52

2

3化 学 4

生 物 基 礎 2 3

2 2

3 2

4 5 4

2 2

生 物 4 0,5

2

保健 体 育 7～8 3 3 3

2 21

2 8 7 7

体育 保 健 2 1 1 2

22

2

0,2

音 楽 Ⅱ 2

1 1

音 楽 Ⅲ 2

2

音 楽 Ⅰ 2 2 2

美 術 Ⅱ 2

0,2 0,2

0,2

2 0,2

美 術 Ⅰ 2 2 2 0,2 0,2 0,2

0,2

美 術 Ⅲ 2

2

0,2

2 0,20,2

2

0,2

0,2

書 道 Ⅲ 2

書 道 Ⅱ 2 2

0,2

書 道 Ⅰ 2

外
国
語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎 2 3 3

芸
術

3 3 3

2

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅲ 4

33

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅱ 4 4 4

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅰ 3 3 3 3

4 4 44

4 3

4

1

2 2 2

5 45 4 4

2 2 0,2英 語 表 現 Ⅰ 2 ●2 2

家庭 家 庭 基 礎 2 2 2

情報 社 会 と 情 報 2 2 2

★2広 告 と 販 売 促 進 2～4

2 2 2

各 学 科 共 通 教 科 計 25,27 27,29

3

0,2

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4 3

0,2★2ビ ジ ネ ス 情 報 2～6

専　門　教　科　計 3,5 0,2

福祉 コミュニケーション技術 2～4 ●2

★2 0,2

●2 0,2

学校
設定

合　　　　計 33

0,2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～6

家庭

商
業

0,2

生 活 と 福 祉 2～6

子どもの発達と保育 2～6 ●2
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第３章　資料集

普通
教科 科　　目 標準単位 文系 理系

30 31 30 30 31 31 82,84,86 92 92

3,5,7
上天草プロジェクトⅠ 1 1 1 1 1 1

上天草プロジェクトⅡ 1 1 1 1 1 1 1

上天草プロジェクトⅢ 1 1 1 1 1 1 1

地 域 起 業 研 究 1 1 1 1 1 1 1

地域イノベーション研究 1 1 1

特活 ホームルーム活動 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3

32 33 33 33 32 33 33 97 99 99
※普通クラス２年次の●2、３年次の★2からそれぞれ１科目ずつを選択
　ただし、普通クラス２年次の「英語表現Ⅰ」、「子どもの発達と保育」と３年次の「生活と福祉」は、普通科およ
　び情報会計科の２学科の生徒の選択科目とし、普通クラス２年次の「プログラミング」と３年次の「ビジネス情報」
　は、普通科および福祉科の２学科の生徒の選択科目とする。
※１年次、４月から９月まで「コミュニケーション英語基礎」を、１０月から３月まで「コミュニケーション英語Ⅰ」を
　履修する。
※２学年理系コースの数学Ⅲの学習は数学Ⅱの範囲の学習を終了した後に行う。
※総合的な探究の時間は、学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」、「上天草プロジェクトⅡ」、「上天草プロジェクトⅢ」
　で代替する。

平成３１年度現在学年○印 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

理
科

　　　　　平 成 ３１ 年 度 教 育 課 程 表
熊本県立上天草高等学校　　全日制   

学　　　　　科 普　　　通　　　科
入　学　年　度 平 成 ３１ 年 度 入 学

普通 特進類型（コース） 普通 特進 普通 特進

5

特進
文系 理系 文系 理系

5国 語 総 合 4 5 5 5

0,2

現 代 文 Ｂ 4 2 5 43 2 53

国 語 表 現 3 ★2

古 典 Ｂ 4 2 3 3 5 6 5

地
理
歴
史

世 界 史 Ａ 2

3 2 3

2 3 3

国
語

世 界 史 Ｂ 4

2 2

4 4 0,4 0,4

2 3 3

3 0,3 0,3

日 本 史 Ｂ 4 4 4

日 本 史 Ａ 2 3 3 3

地 理 Ａ 2 2

0,4 0,4

2 0,3 0,33 3

0,4 0,4地 理 Ｂ 4 4 4

政 治 ・ 経 済 2

現 代 社 会 2 2 2 2 2 2

0,2倫 理 2 ●2

3 3

数
学

数 学 Ⅰ 3 3 3

3 3

公
民

1

3

数 学 Ⅲ 5

3 3

数 学 Ⅱ 4 4 4 3 4

3

3 8 7

76

2 2 2

数 学 Ｂ 2

数 学 Ａ 2 2 2

物 理 基 礎

2 2 2

科 学 と 人 間 生 活 2

22 2 2 3 3 2

4 2

5 0,5

化 学 基 礎 2 2 3

物 理 4

3 3

52

2

3化 学 4

生 物 基 礎 2 3

2 2

3 2

4 5 4

2 2

生 物 4 0,5

2

保健 体 育 7～8 3 3 3

2 21

2 8 7 7

体育 保 健 2 1 1 2

22

2

0,2

音 楽 Ⅱ 2

1 1

音 楽 Ⅲ 2

2

音 楽 Ⅰ 2 2 2

美 術 Ⅱ 2

0,2 0,2

0,2

2 0,2

美 術 Ⅰ 2 2 2 0,2 0,2 0,2

0,2

美 術 Ⅲ 2

2

0,2

2 0,20,2

2

0,2

0,2

書 道 Ⅲ 2

書 道 Ⅱ 2 2

0,2

書 道 Ⅰ 2

外
国
語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎 2 3 3

芸
術

3 3 3

2

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅲ 4

33

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅱ 4 4 4

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅰ 3 3 3 3

4 4 44

4 3

4

1

2 2 2

5 45 4 4

2 2 0,2英 語 表 現 Ⅰ 2 ●2 2

家庭 家 庭 基 礎 2 2 2

情報 社 会 と 情 報 2 2 2

★2広 告 と 販 売 促 進 2～4

2 2 2

各 学 科 共 通 教 科 計 25,27 27,29

3

0,2

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4 3

0,2★2ビ ジ ネ ス 情 報 2～6

専　門　教　科　計 3,5 0,2

福祉 コミュニケーション技術 2～4 ●2

★2 0,2

●2 0,2

学校
設定

合　　　　計 33

0,2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～6

家庭

商
業

0,2

生 活 と 福 祉 2～6

子どもの発達と保育 2～6 ●2
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介護福祉 地域福祉

教科 科　　目 標準単位

上天草プロジェクトⅠ 1 1 1 1

上天草プロジェクトⅡ 1 1 1 1 1

上天草プロジェクトⅢ 1 1 1 1 1

※地域福祉類型２年次の●2、３年次の★2からそれぞれ１科目ずつを選択
　ただし、地域福祉類型２年次の「プログラミング」と３年次の「ビジネス情報」は、普通科および福祉科
　の２学科の生徒の選択科目とする。
※総合的な探究の時間は、学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」、「上天草プロジェクトⅡ」
「上天草プロジェクトⅢ」で代替する。

　　　平 成 ３１ 年 度 教 育 課 程 表
熊本県立上天草高等学校　　全日制   

学　　　　　科 福　　　祉　　　科

入　学　年　度 平 成 ３１ 年 度 入 学

国
語

★2 0,2

現 代 文 Ｂ 4

平成３１年度現在学年○印 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

類型（コース） 介護福祉 地域福祉 介護福祉 地域福祉

国 語 総 合 4 3 1 1

2

5

国 語 表 現 3

2 2 2 3 4

4 4

0,2

2

地理 世 界 史 Ａ 2 2 2 2

歴史 日 本 史 Ａ 2 2 2 2

数
学

数 学 Ⅰ 3 2 2 2

公
民

4

4

2 2

倫 理 2 ●2

現 代 社 会 2 2

理
科

科 学 と 人 間 生 活 2 2

4

2

数 学 Ⅱ 4

数 学 Ａ 2 2

4

2 2

生 物 基 礎 2 2 2

2

2 2

8

体育 保 健 2 1 1 1 2 2

保健 体 育 7～8 3 3 3 2 2 8

芸
術

音 楽 Ⅰ 2 2 0,2

3

0,2

美 術 Ⅰ 2 2 0,2

3外
国
語

2 4 4

英 語 表 現 Ⅰ 2

0,2

書 道 Ⅰ 2 2 0,2 0,2

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 基 礎 2 3

2 2 2

2 2

0

家庭 家 庭 総 合 4 2 2 2 4

情報 社 会 と 情 報 2 0

4

4

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ 3

47 54,56,58

4 4

各 学 科 共 通 教 科 計 18 17 19,21 12 17,19

家
庭

子 ど も の 発 達 と 保 育 2～6

4

生 活 と 福 祉 2～6 5

フ ー ド デ ザ イ ン 2～10

5

商
業

広 告 と 販 売 促 進 2～4

4

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～6 ●2

★2

2～4

0,2

ビ ジ ネ ス 情 報 2～6

★2

消　　費　　生　　活

0,2

介 護 福 祉 基 礎 2～6 2 3 5 2

0,2

4 2社 会 福 祉 基 礎 2～6 2 2

コミュニケーション技術 2～4 ●2 2 2

生 活 支 援 技 術 2～12 3 3 4

介 護 過 程 2～6 2

3 33 1介 護 総 合 演 習

2 4

こころとからだの理解 2～12 3 2 3

(2) 10,12

2～4 2 2

(1) 12,1419

福 祉 情 報 活 用

46(5) 35,37,39(2)

2～6 1 1

福
祉

※各学科共通教科「情報」科目「社会と情報」は、専門教科「福祉」科目「福祉情報活用」代替
※（　　）内は、時間外介護実習

33 (1) 33

1

介 護 実 習 2～16 2 (2) 2

専　門　教　科　計 13 (2) 14

8 3

学校
設定

22

合　　　　計 33 (2) 33 (2) 33

特活 ホ ー ム ル ー ム 活 動 1

99(5)

3

99(2)

1 1 1 3

2 2 4

全

2(2)(2) 4 (1) 8(5)

0,2

10 3
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各
委
員
会
議
事
録
等
 

熊
本
県
立
上
天
草
高
等
学
校
 

地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
（
地
域
魅
力
化
型
）
 

第
１
回
運
営
指
導
委
員
会
 
研
究
協
議
の
要
旨
 

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
８
月
７
日
(水

) 

１
４
：
０
０
～
１
６
：
０
０
 

於
 
上
天
草
高
校
視
聴
覚
室
 

出
 
席
 
者
 

運
営
指
導
委
員
 

荒
木
朋
洋
委
員
、
足
立
國
功
委
員
、
田
中
尚
人
委
員
、
大
倉
尚
隆
委
員
 

県
教
育
委
員
会
 

那
須
髙
久
高
校
教
育
課
長
、
釜
賀
健
司
校
教
育
課
指
導
主
事
 

上
天
草
高
校
関
係
者
 

生
島
敬
史
校
長
、
石
村
秀
一
教
頭
、
野
崎
公
明
事
務
長
、
清
村
純
一
郎
教
務
主
任
、
農
田
真
紀
進
路
指
導
主
事
、

浅
利
竜
生
研
究
主
任
、
森
川
弘
毅
研
究
副
主
任
、
元
田
有
祈
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
等
専
門
家
 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
 

赤
尾
秀
次
氏
（
東
海
大
学
教
学
部
九
州
教
学
課
入
試
広
報
担
当
課
長
補
佐
）、

松
田
俊
太
朗
氏
（
上
天
草
市
役
所

企
画
政
策
課
）、

川
畑
明
日
香
氏
（
熊
本
大
学
工
学
部
社
会
環
境
学
科
４
年
）
 

内
 
 
 
容
 

１
．
開
会
 

（
１
）
県
教
育
委
員
会
あ
い
さ
つ
 

（
２
）
学
校
長
あ
い
さ
つ
 

（
３
）
関
係
者
紹
介
 

（
４
）
日
程
説
明
 

２
．
事
業
説
明
 

（
１
）
事
業
概
要
 

（
２
）
上
天
草
高
校
の
取
組
 

３
．
研
究
協
議
 

 
 
研
究
協
議
の
座
長
を
田
中
委
員
に
お
願
い
し
、
座
長
が
協
議
を
進
行
。
以
下
は
そ
の
要
旨
。
 

（
田
中
委
員
）
 

生
徒
が
「
上
天
草
高
校
を
卒
業
し
て
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
未
来
を
委
員
で
共
有
し
た
い
。
 

・「
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
」
で
は
な
く
、「

自
分
が
や
る
ん
だ
！
」
が
大
事
。
 

・
い
ろ
ん
な
コ
ト
を
「
自
分
事
」
と
し
て
考
え
る
。
 

・
こ
の
事
業
で
高
校
生
が
伸
ば
す
べ
き
大
切
な
「
３
つ
の
力
」。

 

 
考
え
る
力
 

地
方
創
生
と
い
う
言
葉
だ
け
で
思
考
停
止
す
る
（
学
生
が
多
い
）。
「
地
方
創
生
の
先
に
何
が
あ
る
か
。」

自

分
の
頭
で
考
え
る
。
 

 
や
っ
て
み
る
力
 

先
に
い
ろ
ん
な
コ
ト
を
考
え
す
ぎ
て
一
歩
が
で
き
な
い
（
学
生
）
が
多
い
。
ま
ず
自
分
で
や
っ
て
み
て
失
敗

す
る
と
い
う
経
験
も
大
事
。
 

 
振
り
返
る
力
 

や
っ
た
こ
と
を
自
分
で
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
誰
か
に
評
価
さ
れ
決
め
て
も
ら
う
の
を
待
っ
て
い
る

子
ど
も
が
多
い
。
 

・
計
画
書
等
で
は
「
３
つ
の
力
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、（

対
象
と
な
る
）
高
校
生
と
一
緒
に
議
論
す
る
必

要
が
あ
る
。
 

・
計
画
し
た
こ
と
が
全
て
う
ま
く
い
っ
た
ら
苦
労
し
な
い
。
３
年
間
の
取
組
の
中
で
計
画
を
改
変
す
る
た
び
に
、

何
が
悪
か
っ
た
か
振
り
返
っ
て
欲
し
い
。
大
変
な
作
業
な
の
で
（
運
営
指
導
委
員
な
ど
の
）
外
部
の
人
間
の
助

言
が
必
要
。「

先
生
こ
れ
が
足
り
な
い
の
で
は
。」
「
こ
れ
を
忘
れ
て
ま
せ
ん
か
。」

と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
き
た
い
。
 

・
や
っ
て
い
る
生
徒
も
先
生
も
楽
し
め
る
よ
う
な
取
組
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

・
高
校
生
が
こ
の
取
組
を
他
人
に
説
明
で
き
る
く
ら
い
、
理
解
で
き
て
い
る
か
。
学
校
を
挙
げ
て
の
一
体
感
を
持

つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
ポ
ン
チ
絵
よ
り
も
分
か
り
や
す
い
、
１
枚
で
取
組
を
説
明

で
き
る
よ
う
な
資
料
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
、
全
生
徒
・
職
員
が
主
体
的
に
一
体
感
を
持
っ
て
事

業
に
取
組
め
る
よ
う
に
な
る
。
１
枚
の
資
料
の
作
成
を
高
校
生
が
や
っ
て
み
る
の
も
良
い
。
 

・
高
校
生
が
取
組
を
理
解
し
、
中
学
生
に
教
え
る
（
説
明
す
る
）
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
達
成
感
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
取
組
に
弾
み
が
つ
く
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
中
学
生
に
教
え
る
場
を
設
定
し
た
方
が

良
い
。
 

・
上
天
草
の
「
中
学
生
が
入
り
た
い
」「

保
護
者
が
入
れ
た
い
」
と
思
う
よ
う
な
高
校
の
魅
力
化
が
必
要
。「

上
天

草
高
校
で
大
学
進
学
も
で
き
ま
す
よ
」「

地
元
に
就
職
し
て
よ
か
っ
た
」「

上
天
草
高
校
生
を
採
用
し
て
よ
か
っ

た
」
と
い
う
声
を
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

（
荒
木
委
員
）
 

・
地
方
創
生
に
つ
い
て
、
分
け
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

 
住
民
の
方
の
問
題
 

人
口
の
自
然
減
少
に
よ
る
市
場
の
収
縮
、
雇
用
の
減
少
、
流
入
者
の
減
少
。
 

若
い
人
の
問
題
 

１
８
歳
人
口
の
流
出
。
仕
事
が
な
い
の
か
？
魅
力
が
な
い
の
か
？
 

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
か
の
問
題
 

地
域
と
若
者
が
い
か
に
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
つ
か
は
、
活
動
の
内
容
が
鍵
。
魅
力
あ
る
活
動
（
つ
な
が

り
）
を
地
域
に
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
 

・
こ
の
事
業
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
一
部
の
先
生
だ
け
の
取
組
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
先
生
が
参
加
で
き
る
取
組

29



に
し
て
い
か
な
い
と
ダ
メ
。
す
べ
て
の
先
生
の
取
組
が
全
校
生
徒
の
取
組
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
地
域
に
浸
透

し
て
い
け
ば
成
功
間
違
い
な
し
。
 

（
田
中
委
員
）
 

・
大
学
生
は
卒
業
後
自
分
の
地
元
や
他
所
へ
い
っ
て
し
ま
う
が
、
地
元
の
高
校
生
は
残
っ
て
く
れ
た
り
帰
っ
て
き

て
く
れ
る
。
こ
の
点
は
、
地
方
創
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
は
大
学
生
よ
り
高
校
生
の
方
が
有
利
。
 

（
足
立
委
員
）
 

・
こ
の
事
業
に
お
け
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
役
割
は
大
き
い
。
学
校
の
先
生
だ
け
で
こ
の
事
業
を
進
め
る
の
は
難

し
い
の
で
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
成
員
の
方
に
積
極
的
に
協
力
し
て
も
ら
う
と
良
い
。
 

・
マ
ス
コ
ミ
等
か
ら
、「

何
年
後
か
に
今
あ
る
仕
事
の
半
分
は
な
く
な
る
」
と
い
う
脅
し
を
か
け
ら
れ
て
い
る
。

高
校
生
は
今
や
っ
て
い
る
授
業
が
本
当
に
役
に
立
つ
の
か
と
い
う
不
安
を
持
っ
て
い
る
。
今
回
の
事
業
を
通

し
て
、
こ
の
不
安
を
払
拭
し
、
幸
せ
な
人
生
を
歩
め
る
と
い
う
「
肌
感
覚
」
を
生
徒
に
持
っ
て
欲
し
い
。
 

・
先
生
ば
か
り
が
“
し
ゃ
か
り
き
”
に
な
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
が
、
地
域
の
人
た
ち
の
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ

が
必
要
。「

よ
し
、
一
肌
脱
い
で
や
る
！
」
と
カ
ネ
・
ヒ
ト
・
場
所
を
提
供
す
る
よ
う
な
場
面
が
出
て
こ
な
い

と
、
文
科
省
の
方
針
だ
け
で
は
難
し
い
。
 

・
生
徒
の
受
容
度
（
＝
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
）
を
広
げ
る
工
夫
を
常
に
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

・
同
世
代
同
士
の
交
流
は
効
果
が
高
い
の
で
“
学
生
と
生
徒
”
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
高
大
連
携
を
地
域
に
根
ざ
す
た

め
の
手
段
と
し
て
活
用
す
べ
き
。
県
産
業
教
育
振
興
会
は
熊
本
学
園
大
と
協
定
を
結
ん
だ
。
熊
本
学
園
大
は
地

元
就
職
７
割
、
地
元
の
社
長
の
７
割
が
熊
本
学
園
大
卒
と
謳
っ
て
お
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
学
科
を
持
っ
て
い
る
。
 

・
既
存
の
研
究
発
表
大
会
を
活
用
し
て
、
地
域
に
存
在
を
発
信
し
て
い
く
べ
き
。
 

（
田
中
委
員
）
 

・
地
元
の
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
に
関
し
て
は
、
最
初
に
何
か
を
や
る
ひ
と
が
、
金
銭
的
に
苦
労
す
る
の
は
良
く
な

い
の
で
、（

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
通
じ
て
）
市
役
所
や
地
元
企
業
に
声
を
か
け
て
欲
し
い
。
 

・
普
通
科
の
生
徒
に
「
働
く
こ
と
」
や
「
働
き
方
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た
い
。
 

（
大
倉
委
員
）
 

・
今
回
の
事
業
で
は
「
地
元
に
残
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
考
え
が
中
心
だ
が
、
生
徒
の
希
望
と
本
当
に
合
っ
て
い

る
か
。
大
人
の
都
合
で
生
徒
を
振
り
回
し
て
い
な
い
か
考
え
な
が
ら
進
め
る
べ
き
。
こ
の
事
業
で
生
徒
を
“
洗

脳
”
し
て
地
元
に
就
職
さ
せ
る
こ
と
が
、
生
徒
の
幸
せ
と
は
限
ら
な
い
。
生
徒
の
本
当
の
ニ
ー
ズ
は
ど
う
か
。 

 
 
→
【
田
中
委
員
】
こ
の
事
業
で
や
っ
て
い
る
内
容
自
体
は
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
通
用
す
る
の
で
、
や
る
こ
と

自
体
は
無
駄
で
は
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
く
。
漏
れ
る
こ
と
な
く
全
て
の
生
徒

が
取
組
む
こ
と
が
大
切
。
進
路
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
何
回
も
自
分
の
進
路
を
（
自
分
自

身
に
）
問
え
ば
良
い
の
で
あ
っ
て
、
他
所
に
出
て
行
く
こ
と
が
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
 

 
 
→
【
荒
木
委
員
】
大
学
で
は
入
学
時
と
卒
業
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
が
、
上
天
草
高
校
で
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
。
 

 
 
→
【
学
 
 
校
】
年
１
回
の
「
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や
三
菱

UF
J
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
「
地
域
魅
力
化

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
効
果
等
を
測
り
た
い
。
 

 
 
→
【
田
中
委
員
】
必
ず
事
前
と
事
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
こ
と
。
自
己
評
価
を
す
る
こ
と
で
自
己
肯
定
感

に
も
つ
な
が
る
。
 

・
こ
の
事
業
で
取
組
む
内
容
が
、
大
学
進
学
等
の
積
極
的
な
理
由
に
な
る
く
ら
い
周
知
し
、
生
徒
自
身
が
自
分
の

た
め
に
や
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
欲
し
い
。
 

（
田
中
委
員
）
 

・
生
徒
の
探
究
を
深
め
る
に
は
、
大
人
の
価
値
観
を
押
し
つ
け
る
こ
と
な
く
、
生
徒
が
前
に
進
む
の
を
い
か
に
待

つ
か
が
重
要
。
く
だ
ら
な
い
と
思
え
る
よ
う
な
事
柄
で
も
探
究
さ
せ
る
度
量
が
必
要
。
 

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
過
去
を
否
定
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
今
ま
で
の
上
天
草
高
校
の
取
組
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
組
）
を
検
証
す
べ
き
。
小
さ
な
改
善
で
、
小
さ
く
て
も
課
題
を
解
決
で
き
た
こ
と
が
小
さ

な
自
信
を
生
ん
で
い
く
。
 

（
生
島
校
長
）
 

・
高
校
の
魅
力
化
を
進
め
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
い
。
ま
ず
は
、
本
校
の
定
員
割
れ
の
状
況
を
改
善
す
る

た
め
中
学
生
・
保
護
者
・
地
域
の
意
識
を
変
え
た
い
。
し
か
し
、
一
気
に
は
無
理
な
の
で
、
地
道
に
少
し
ず
つ

変
え
て
い
く
し
か
な
い
。
 

（
田
中
委
員
）
 

・
大
人
は
変
わ
る
こ
と
を
嫌
が
る
が
子
ど
も
た
ち
は
変
わ
る
こ
と
に
ド
キ
ド
キ
し
て
期
待
し
て
く
れ
る
。
少
し
ず

つ
で
も
大
人
た
ち
に
言
わ
れ
て
変
え
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
い
う
意

識
付
け
を
し
た
い
。
 

（
足
立
委
員
）
 

・
生
島
校
長
の
挨
拶
の
中
に
「
SS
H
の
天
草
高
校
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
型
の
拓
心
高
校
と
連
携
も
考
え
る
」

と
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
か
。
 

 
 
→
【
生
島
校
長
】
３
校
で
そ
れ
ぞ
れ
や
っ
て
い
る
こ
と
を
共
有
し
た
り
、
コ
ラ
ボ
し
た
り
で
き
れ
ば
良
い
と

考
え
て
い
る
が
、
具
体
的
な
計
画
は
し
て
い
な
い
。
 

・
こ
の
事
業
は
上
天
草
市
と
の
連
携
が
中
心
な
の
で
、
他
所
の
高
校
や
自
治
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
難
し
い
の

で
は
な
い
か
。
 

 
 
→
【
元
田
Ｃ
Ｄ
】
天
草
諸
島
の
自
治
体
の
連
合
が
あ
る
の
で
働
き
か
け
て
み
て
は
ど
う
か
。
 

・
こ
の
事
業
の
“
地
域
”
を
、
上
天
草
市
と
い
う
小
さ
な
枠
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
天
草
と
い
う
大
き
な
枠

組
み
で
捉
え
る
こ
と
で
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
出
て
く
る
。
 

 
 
→
【
田
中
】
高
校
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
上
天
草
市
や
天
草
市
の
枠
を
超
え
た
取
組
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
で
は
。
上
天
草
高
校
が
発
信
源
で
「
天
草
は
ひ
と
つ
」
で
取
組
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
。
 

・
県
産
業
教
育
振
興
会
で
は
、「

い
か
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
主
役
と
な
す
か
。」

を
考
え
て
い
る
。
今
後
、
ど

ん
な
場
面
で
も
、
事
の
大
小
を
問
わ
ず
、
主
役
と
な
れ
る

Au
to
no
my
（
＝
自
立
性
）
が
大
事
。
 

  

熊
本
県
立
上
天
草
高
等
学
校
 

地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
（
地
域
魅
力
化
型
）
 

第
２
回
運
営
指
導
委
員
会
 
研
究
協
議
の
要
旨
 

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
３
月
４
日
(水

) 

１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０
 

於
 
上
天
草
高
校
視
聴
覚
室
 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
中
止
 

30

令
和
元
年
度
 
上
天
草
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
第

1
回
委
員
会
 
議
事
録
 

令
和
元
年
６
月
２
８
日
（
金
）
 

１
４
：
０
０
～
１
６
：
０
０
 

於
 
上
天
草
高
校
視
聴
覚
室
 

出
 
席
 
者
 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
委
員
 

小
田
心
一
委
員
、
永
田
健
吾
委
員
（
代
理
：
鬼
塚
正
二
氏
）、

前
方
正
広
委
員
、
岡
元
宏
洋
委
員
、
山
下
勝
一
委

員
、
赤
瀬
耕
作
委
員
、
志
村
俊
和
委
員
、
須
中
一
久
委
員
、
杉
本
健
一
委
員
、
水
野
龍
幸
委
員
、
林
田
敏
男
委
員
、

北
岡
秀
敏
委
員
、
大
窪
直
委
員
、
芥
川
琢
哉
委
員
、
岩
崎
良
博
委
員
、
那
須
髙
久
委
員
、
元
田
有
祈
委
員
、
生
島

敬
史
委
員
 

学
校
関
係
者
 

釜
賀
健
司
指
導
主
事
、
石
村
秀
一
教
頭
、
野
崎
公
明
事
務
長
、
浅
利
竜
生
研
究
主
任
、
森
川
弘
毅
研
究
副
主
任
 

内
 
 
 
容
 

１
．
開
会
 

２
．
教
育
委
員
会
挨
拶
 

熊
本
県
教
育
委
員
会
 
高
校
教
育
課
 
那
須
隆
久
課
長
が
挨
拶
。
 

３
．
委
嘱
状
交
付
 

４
．
出
席
者
自
己
紹
介
 

５
．
会
長
選
出
 

那
須
高
校
教
育
課
長
よ
り
会
長
に
生
島
敬
史
校
長
を
推
薦
。
満
場
一
致
で
承
認
。
 

６
．
会
長
挨
拶
 

生
島
敬
史
会
長
が
挨
拶
。
 

７
．
事
業
の
概
要
説
明
 

研
究
主
任
が
説
明
。
質
疑
な
し
。
 

８
．
協
議
 

（
１
）
年
間
計
画
に
つ
い
て
 

研
究
主
任
が
説
明
。
質
疑
な
し
。
→
承
認
 

（
２
）「

上
天
草
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
」
に
つ
い
て
 

研
究
主
任
が
説
明
。
質
疑
な
し
。
→
承
認
 

（
３
）「

聞
く
」「

話
す
」「

表
現
す
る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
 

研
究
主
任
が
説
明
。
質
疑
な
し
。
→
承
認
 

（
４
）
意
見
交
換
 

今
回
は
特
に
意
見
が
出
ず
、
次
回
以
降
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
。
 

９
．
諸
連
絡
 

（
１
）
魅
力
化
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
 

（
２
）
次
回
の
全
体
会
の
日
程
調
整
に
つ
い
て
 

（
３
）
住
民
と
の
語
り
合
い
に
つ
い
て
 

１
０
．
閉
会
 

 

令
和
元
年
度
 
上
天
草
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
第
２
回
委
員
会
 
議
事
録
 

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
８
月
２
２
日
（
木
）
 

１
４
：
０
０
～
１
６
：
０
０
 

於
 
上
天
草
高
校
視
聴
覚
室
 

出
 
席
 
者
 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
委
員
 

永
田
健
吾
委
員
（
代
理
：
鬼
塚
正
二
氏
）、

岡
元
宏
洋
委
員
（
代
理
：
荒
木
勝
樹
氏
）、

山
下
勝
一
委
員
、
赤
瀬
耕

作
委
員
、
水
野
龍
幸
委
員
、
大
窪
直
委
員
、
芥
川
琢
哉
委
員
、
岩
崎
良
博
委
員
、
那
須
髙
久
委
員
、
元
田
有
祈
委

員
、
生
島
敬
史
委
員
 

学
校
関
係
者
 

釜
賀
健
司
指
導
主
事
、
石
村
秀
一
教
頭
、
野
崎
公
明
事
務
長
、
浅
利
竜
生
研
究
主
任
、
森
川
弘
毅
研
究
副
主
任
 

内
 
 
 
容
 

１
．
開
会
 

会
長
挨
拶
、
日
程
説
明
。
 

２
．
進
捗
状
況
・
今
後
の
概
要
に
つ
い
て
 

研
究
主
任
報
告
。
 

（
１
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
経
過
報
告
 

（
２
）
生
と
地
域
住
民
と
の
語
り
合
い
」
日
程
変
更
に
つ
い
て
の
報
告
 

（
３
）
導
委
員
会
報
告
 

（
４
）
概
要
説
明
 

（
５
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
開
始
に
伴
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
へ
の
協
力
の
お
願
い
 

３
．
協
議
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（
１
）
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
（
案
）
の
提
示
・
説
明
。
元
田
委
員
が
説
明
 

（
２
）
地
域
人
材
と
し
て
求
め
ら
れ
る
能
力
と
そ
の
育
成
法
に
つ
い
て
の
検
討
 

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
 

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
班
ご
と
の
発
表
内
容
■
 

【
Ｃ
班
】
 

①
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
 

多
種
多
様
な
人
が
集
ま
る
場
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
地
域
の
人
に
高
校
生
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

こ
と
で
地
域
の
課
題
を
発
見
で
き
る
場
と
な
る
。
ま
た
、
行
政
や
地
域
で
主
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
事
務
局

と
し
て
参
加
し
、
運
営
す
る
こ
と
で
地
域
の
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
な
る
。
最
終
的
に
は
東

京
や
大
阪
な
ど
で
開
催
さ
れ
て
い
る
移
住
セ
ミ
ナ
ー
で
地
域
の
こ
と
を
語
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
み
て
は
ど

う
か
。
 

②
交
流
を
活
性
化
す
る
 

高
校
生
と
中
学
生
と
の
交
流
で
は
、
高
校
生
が
中
学
生
に
対
し
、
地
域
の
良
さ
を
伝
え
る
ま
た
は
語
り
合

う
場
を
設
け
て
は
ど
う
か
。
高
校
生
と
小
学
生
と
の
交
流
で
は
高
校
生
が
小
学
生
に
教
え
る
公
営
塾
な
ど
を

設
置
し
、
小
学
生
が
上
天
草
高
校
を
目
標
に
な
る
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。
 

③
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
活
用
に
つ
い
て
 

現
在
は
仕
事
を
体
験
す
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
こ
で
、
生
徒
た
ち
自
身
が

ど
う
働
き
た
い
か
を
明
確
に
し
、
生
徒
た
ち
自
身
で
選
択
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。
そ
う
す
る
こ
と
で
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
力
や
仕
事
を
知
る
力
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

【
Ａ
班
】
 

①
小
中
高
交
流
に
つ
い
て
 

高
校
生
が
小
中
学
生
に
対
し
て
魅
力
を
伝
え
る
場
を
設
け
て
は
ど
う
か
・
地
域
交
流
に
つ
い
て
上
天
草
バ

ザ
ー
ル
へ
地
域
の
人
が
よ
り
多
く
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
。
ま
た
、
様
々
な
事
業
所
や
協
議
会
、

会
合
へ
高
校
生
が
参
加
す
る
こ
と
で
地
域
の
現
状
に
よ
り
詳
し
く
な
り
、
地
域
の
課
題
と
い
う
も
の
に
気
づ

い
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
。
 

②
広
域
連
携
に
つ
い
て
 

隣
接
す
る
地
域
と
の
連
携
や
ほ
か
の
高
校
と
の
連
携
を
も
っ
と
深
め
て
い
く
べ
き
。
ま
た
、
全
国
か
ら
先

進
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
人
な
ど
を
講
師
と
し
て
招
き
、
講
演
会
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。
 

③
人
材
育
成
に
つ
い
て
 

先
を
見
通
し
て
過
不
足
に
気
づ
く
こ
と
の
で
き
る
人
材
や
地
域
の
良
さ
を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
を

育
成
し
た
い
。
 

【
Ｂ
班
】
 

①
地
元
の
課
題
を
知
る
 

市
の
予
算
や
各
課
か
ら
の
話
を
聞
き
、
行
政
が
何
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
か
現
状
を
知
る
。
そ
の
上
で
、
生

徒
自
身
が
地
域
の
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
し
、
地
域
の
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
。
ま
た
、
自
治
会

な
ど
地
域
の
方
と
交
流
す
る
こ
と
で
地
域
の
課
題
や
魅
力
に
真
に
気
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
。
 

②
交
流
 同
じ
規
模
の
地
域
の
高
校
生
、
都
市
部
の
高
校
生
、
同
じ
規
模
の
地
域
の
大
人
、
都
市
部
の
大
人
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
の
人
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
で
地
域
へ
の
理
解
や
様
々

な
視
点
か
ら
物
事
を
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
力
が
身
に
付
く
の
で
は
な
い
か
。
 

③
事
業
化
 

地
域
の
課
題
や
魅
力
か
ら
行
政
や
民
間
と
組
ん
で
事
業
化
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
未
知
の
問
題
に
取

り
組
む
力
が
養
わ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
 

（
３
）
本
事
業
計
画
へ
の
気
づ
き
に
つ
い
て
 

（
鬼
塚
代
理
）
報
告
会
の
周
知
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

（
研
究
主
任
）
委
員
の
方
々
の
事
業
所
か
ら
の
通
知
や
回
覧
板
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
予
定
 

（
芥
川
委
員
）
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
に
お
い
て
、
ど
う
い
っ
た
研
究
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
取
る
の
か
に
つ

い
て
共
有
で
き
る
機
会
は
あ
る
の
か
。
 

（
研
究
主
任
）
今
の
段
階
で
予
定
は
な
い
が
、
確
か
に
共
有
の
機
会
は
必
要
で
あ
る
の
で
機
会
を
設
け
た
い
。
 

（
赤
瀬
委
員
）
地
域
の
課
題
を
見
つ
け
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
創
る
だ
け
で
な
く
地
域

の
強
み
や
魅
力
を
活
か
す
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
創
れ
な
い
か
。
 

（
研
究
主
任
）
強
み
や
魅
力
な
の
に
生
か
し
切
れ
て
い
な
い
も
の
を
活
か
す
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
や
強
み
や

魅
力
を
さ
ら
に
強
化
す
る
よ
う
な
プ
ラ
ン
も
考
え
さ
せ
て
い
き
た
い
。
 

（
４
）
本
事
業
の
愛
称
に
つ
い
て
 

次
回
ま
で
の
検
討
事
項
と
し
て
保
留
 

４
．
閉
会
 

 

令
和
元
年
度
 
上
天
草
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
第
３
回
委
員
会
 
議
事
録
 

令
和
元
年
１
１
月
１
日
（
金
）
 

１
４
：
０
０
～
１
６
：
０
０
 

於
 
上
天
草
高
校
視
聴
覚
室
 

出
 
席
 
者
 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
委
員
 

永
田
健
吾
委
員
、
前
方
正
広
委
員
、
岡
元
宏
洋
委
員
、
山
下
勝
一
委
員
、
赤
瀬
耕
作
委
員
、
須
中
一
久
委
員
、
水

野
龍
幸
委
員
、
林
田
敏
男
委
員
、
大
窪
直
委
員
、
芥
川
琢
哉
委
員
、
那
須
髙
久
委
員
（
代
理
：
前
田
浩
志
氏
）、

元

田
有
祈
委
員
、
生
島
敬
史
委
員
 

学
校
関
係
者
 

釜
賀
健
司
指
導
主
事
、
石
村
秀
一
教
頭
、
野
崎
公
明
事
務
長
、
浅
利
竜
生
研
究
主
任
、
森
川
弘
毅
研
究
副
主
任
 

内
 
 
 
容
 

１
．
開
会
 

（
１
）
会
長
挨
拶
 
上
天
草
高
校
生
島
敬
史
校
長
が
挨
拶
。
 

２
．
進
捗
状
況
の
説
明
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研
究
主
任
が
上
天
草
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
の
取
組
と
今
後
の
活
動
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
。
 

質
疑
な
し
。
 

３
．
全
国
サ
ミ
ッ
ト
の
報
告
 

（
１
）
永
田
委
員
か
ら
全
体
の
報
告
。
 

（
２
）
元
田
委
員
か
ら
本
事
業
の
概
要
を
ま
と
め
て
説
明
。
 

（
３
）
研
究
主
任
か
ら
高
校
魅
力
化
評
価
シ
ス
テ
ム
の
分
析
に
つ
い
て
説
明
。
 

（
赤
瀬
委
員
）
学
び
の
土
壌
と
い
う
の
は
基
本
的
に
地
域
の
学
習
環
境
と
イ
コ
ー
ル
な
の
か
。
 

（
研
究
主
任
）
対
応
関
係
に
は
あ
る
が
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。
学
び
の
土
壌
を
図
る
た
め
の
項
目
。
 

（
山
下
委
員
）
知
識
と
知
恵
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
知
恵
と
い
う
の
は
具
体
的
に
は
地
域
課
題
解
決
活
動
が
知

恵
に
つ
な
が
る
の
か
。
 

（
元
田
委
員
）
は
い
。
自
分
で
持
っ
て
い
る
知
識
や
調
べ
た
知
識
な
ど
の
知
識
が
あ
り
、
知
識
を
ど
う
使
う
か
と

い
う
こ
と
が
知
恵
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
の
で
、
知
識
を
利
用
し
て
地
域
課
題
の
解
決
す

る
力
を
知
恵
と
し
ま
し
た
。
 

４
．
協
議
 

（
１
）
次
年
度
設
定
科
目
の
シ
ラ
バ
ス
に
つ
い
て
 

浅
利
研
究
主
任
が
説
明
。
 

（
岡
元
委
員
）
探
究
活
動
で
は
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
行
動
、
実
践
さ
れ
て
い
く
の
か
。
 

（
研
究
主
任
）
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
へ
の
応
募
を
目
標
に
、
地
域
の
困
り
ご
と
や
課
題
を
解
決
す
る
た

め
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
上
天
草
の
小
中
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る

起
業
家
教
育
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
、
た
だ
調
べ
て
発
表
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
継
続
的
な
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
成
立
で
き
る
よ
う
な
も
の
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
中
で
、
生
徒
を
様
々
な
機

関
や
企
業
、
専
門
家
と
繋
ぎ
、
学
び
を
深
め
て
い
き
た
い
。
 

（
水
野
委
員
）
で
は
、
企
業
を
訪
問
し
た
り
、
確
認
の
電
話
を
行
っ
た
り
と
い
う
こ
と
を
実
際
に
行
う
の
か
。
 

（
研
究
主
任
）
そ
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
不
明
な
こ
と
が
あ
れ
ば
生
徒
と
専
門
家
を
繋
い

で
学
び
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
 

（
芥
川
委
員
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
講
座
に
つ
い
て
、
普
通
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
た
り
す
る
の
で
は
も
っ
た

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
い
な
い
企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
企
業

の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。
 

（
研
究
主
任
）
上
天
草
バ
ザ
ー
ル
の
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
コ
ン
ペ
を
行
い
、
１
番
で
あ
っ
た
も
の
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
形
で
、
１
つ
の
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
企
業
の
要
望
を
聞
き
、
作

成
し
コ
ン
ペ
し
て
採
用
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
行
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
で
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
 

（
元
田
委
員
）
お
や
つ
や
カ
ノ
ン
で
は
、
オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
店
内
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、
生
徒
が
黒
板
ア
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。
オ
ー
ナ
ー
は
卒
業
生
で
も
あ
り
、
何
か
あ
れ
ば
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
い
う

話
も
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
。
 

（
釜
賀
指
導
主
事
）
動
画
の
話
で
、
上
天
草
市
役
所
で
は
ロ
バ
ー
ト
の
秋
山
さ
ん
を
起
用
さ
れ
て
動
画
を
作
成
さ

れ
て
い
る
部
署
、
天
草
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
の
協
力
な
ど
は
し
な
い
の
か
。
 

（
研
究
主
任
）
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
公
開
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々
な
制
約
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
の
で
慎
重
に
行
い
た
い
。
先
進
出
前
講
座
「
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
の
実
際
」
で
は
芥
川

さ
ん
（
天
草
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
に
お
願
い
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
 

（
須
中
委
員
）
上
天
草
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ
で
は
、
実
際
に
起
業
さ
れ
て
い
る
方
を
招
い
て
講
演
し
て
も
ら
っ
て
は

ど
う
か
。
 

（
研
究
主
任
）
上
天
草
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ
で
は
、
個
々
の
活
動
が
多
く
な
る
の
で
、
実
際
に
起
業
さ
れ
て
い
る
方

の
講
演
な
ど
全
体
で
話
を
聞
く
場
面
を
設
定
す
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
 

（
芥
川
委
員
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
講
座
や
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
と
広
告
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
と
あ
る
が
こ
れ

は
全
て
全
員
が
受
講
す
る
座
学
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。
 

（
研
究
主
任
）
パ
ソ
コ
ン
室
で
の
実
習
と
い
う
形
で
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
商
業
科
で
扱
っ
て
い
る
教
科
書

を
根
拠
に
し
な
が
ら
実
習
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
中
で
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
専

門
家
の
方
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
実
践
的

に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

（
芥
川
委
員
）
座
学
を
行
っ
た
後
で
、
特
性
を
持
っ
た
生
徒
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
認
識
で
よ

い
か
。
 

（
研
究
主
任
）
最
後
に
は
作
品
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
を
こ
の
授
業
の
最
終
到
達
点
と
し
た
い
。
週

に
１
回
の
授
業
と
な
り
、
多
く
の
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
１
学
期
で
作
品
制
作
ま
で
を
完
了
す

る
と
こ
ろ
ま
で
に
し
た
い
。
 

（
芥
川
委
員
）
生
徒
に
も
様
々
な
特
性
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
グ
ル
ー
プ
を
作
る
こ
と
で
生
徒
を
活
か
し
な
が
ら

作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
 

（
永
田
委
員
）
こ
の
計
画
に
つ
い
て
、
申
請
時
の
も
の
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
生
徒
は
大
変
だ
と
思
う
の
で
す
が
、

こ
の
１
年
で
未
消
化
の
も
の
は
あ
る
か
。
 

（
研
究
主
任
）（

資
料
を
示
し
な
が
ら
説
明
。）

２
つ
ほ
ど
講
義
に
つ
い
て
は
未
消
化
の
部
分
が
あ
り
、
新
た
に
一

つ
加
え
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
生
徒
が
調
べ
た
り
、
考
え
た
り
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
時

間
を
想
定
よ
り
取
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
 

（
永
田
委
員
）
生
徒
が
考
え
、
判
断
す
る
と
き
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
よ
う
な
も
の
を
学
ぶ
機
会
や
情
報
を
消
化

し
な
が
ら
考
え
る
の
で
は
な
く
、
情
報
を
消
化
す
る
時
間
を
と
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。 

（
研
究
主
任
）
現
在
４
人
で
１
班
と
い
う
班
構
成
で
、
２
班
に
１
人
の
教
員
が
付
く
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。

現
状
で
は
、
発
表
な
ど
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
作
業
に
重
心
が
傾
き
が
ち
で
、
探
究
の
仕
方
に
つ
い

て
じ
っ
く
り
教
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
点
が
反
省
事
項
で
次
年
度
以
降
に
活
か
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
 

（
赤
瀬
委
員
）
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
大
学
の
休
み
の
期
間
に
大
学
生
と
の
交
流
な
ど
連
携
す
る
場
面
が
今

年
度
は
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
小
中
高
大
の
連
携
が
進
む
よ
う
に
計
画
の
中
で
練
っ
て

も
ら
い
た
い
。
 

（
研
究
主
任
）
大
学
生
と
繋
が
る
場
面
と
い
う
の
は
今
年
な
か
な
か
設
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
部
の
活
動
で
は

大
学
生
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
次
年
度
以
降
、
大
学
生
と
交
流
す
る
時
間
を
増

や
せ
る
よ
う
計
画
を
立
て
て
い
き
た
い
。
 

（
赤
瀬
委
員
）
大
学
側
に
も
高
校
か
ら
の
依
頼
を
受
託
す
る
団
体
は
あ
る
と
思
う
の
で
、
ま
ず
は
語
り
合
い
な
ど

の
交
流
の
場
を
設
け
て
、
連
携
を
進
め
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
地
方
創
生
の
活
動
に
し
て
い
け
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れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
 

（
２
）
本
事
業
の
愛
称
に
つ
い
て
 

学
校
か
ら
の
提
案
は
 

案
１
 
「
上
天
+」

 
（
か
み
あ
ま
プ
ラ
ス
）
 

案
２
 
「
Ｈ
Ｃ
Ｌ
 
ｉ
ｎ
 上

天
草
」
 
 

Hi
gh
 S
ch
oo
l 
co
ll
ab
or
at
in
g 
wi
th
 l
oc
al
 c
om
mu
ni
tｙ

「
地
域
社
会
と
協
力
す
る
高
校
」
 

案
３
 
「
上
天
草

HM
LA
」
 

Hi
gh
 S
ch
oo
l 
to
 m
ak
e 
th
e 
lo
ca
l 
co
mm
un
it
y 
at
tr
ac
ti
ve
「
地
域
社
会
を
魅
力
的
に
す
る
高

校
」
 

案
４
 
「
上
天
草

HM
AL
」（

か
み
あ
ま
く
さ
ハ
マ
ル
）
 

Hi
gh
 
Sc
ho
ol
 w
hi
ch
 m
ak
es
 
an
 a
tt
ra
ct
iv
e 
lo
ca
l 
co
mm
un
it
y「

魅
力
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
作
る
高
校
」
 

（
芥
川
委
員
）「

Ka
-M
AX
」
を
提
案
。
K
は
上
天
草
の

K。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
昔
は
天
草
の
こ
と
を

AM
AX
A
と
表
記
。

上
天
草
の
魅
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
よ
う
と
い
う
意
も
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
Ka

に
は
経
営
と
い

う
意
味
も
か
け
て
あ
る
。
 

（
永
田
委
員
）
言
葉
の
意
味
に
重
き
を
置
き
な
が
ら
考
え
る
と
良
い
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
の
意
味
を
す
ら
す
ら
言
え
る
よ
う
な
も
の
に
す
る
と
良
い
と
思
う
。
 

（
３
）
全
体
を
通
し
て
 

（
釜
賀
指
導
主
事
）
上
天
草
の
子
供
た
ち
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と
は
地
元
の
方
か
ら
見
て
ど
ん
な
こ
と
か
。 

（
須
中
委
員
）
上
天
草
の
介
護
医
療
の
現
状
に
つ
い
て
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
。
 

（
芥
川
委
員
）
上
天
草
の
地
理
・
歴
史
に
つ
い
て
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
。
上
天
草
の
こ
と
を
地
域
外
の
人
に
語

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
上
天
草
の
こ
と
を
魅
力
的
に
感
じ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
。
 

５
．
閉
会
 

（
１
）
熊
本
県
教
育
委
員
会
挨
拶
 
熊
本
県
教
育
委
員
会
高
校
教
育
課
 
前
田
審
議
員
が
挨
拶
。
 

（
２
）
会
長
謝
辞
 
生
島
敬
史
会
長
が
謝
辞
 

 

令
和
元
年
度
 
上
天
草
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
第
４
回
委
員
会
 
議
事
録
 

令
和
２
年
１
月
１
０
日
（
金
）
 

９
：
３
０
～
１
１
：
３
０
 

於
 
上
天
草
高
校
視
聴
覚
室
 

出
 
席
 
者
 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
委
員
 

永
田
健
吾
委
員
、
前
方
正
広
委
員
、
岡
元
宏
洋
委
員
、
山
下
勝
一
委
員
、
赤
瀬
耕
作
委
員
、
杉
本
健
一
委
員
、
北

岡
秀
敏
委
員
、
芥
川
琢
哉
委
員
、
岩
崎
良
博
委
員
、
元
田
有
祈
委
員
、
生
島
敬
史
委
員
 

学
校
関
係
者
 

石
村
秀
一
教
頭
、
野
崎
公
明
事
務
長
、
浅
利
竜
生
研
究
主
任
、
森
川
弘
毅
研
究
副
主
任
 

内
 
 
 
容
 

１
．
開
会
 

（
１
）
会
長
挨
拶
 
上
天
草
高
校
生
島
敬
史
会
長
が
挨
拶
。
 

２
．
上
天
草
市
の
総
合
戦
略
に
つ
い
て
 

永
田
委
員
（
上
天
草
市
役
所
企
画
政
策
課
長
）
か
ら
「
上
天
草
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に

つ
い
て
の
説
明
。
質
疑
な
し
。
 

３
．
事
業
の
進
捗
状
況
報
告
 

（
ア
）
上
天
草
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
に
つ
い
て
 

研
究
主
任
が
前
回
（
１
１
月
１
日
）
以
降
の
取
組
を
説
明
。
 

（
赤
瀬
委
員
）
活
動
の
目
標
の
一
つ
が
上
天
草
高
校
へ
の
入
学
者
の
増
加
だ
が
、
こ
の
事
業
を
小
中
学
校
や
地
域

に
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
（
広
報
）
し
て
い
る
の
か
。
せ
っ
か
く
の
取
組
も
中
学
生
や
地
域
の
人
た
ち

に
知
ら
れ
な
く
て
は
、
入
学
生
の
増
加
に
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
 

（
研
究
主
任
）
小
中
学
校
へ
の
周
知
が
弱
い
と
は
感
じ
て
い
る
。
エ
キ
ス
パ
ー
ト
生
徒
派
遣
等
の
機
会
で
、
取
組

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
は
思
っ
て
い
る
が
現
時
点
で
は
大
矢
野
中
と
の
取
組
だ
け
に
な
っ
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
小
中
学
校
に
生
徒
を
派
遣
し
、
中
学
生
と
高
校
生
が
ふ
れ
あ
う
機
会
を

作
り
出
せ
る
よ
う
、
中
学
校
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
も
相
談
し
て
い
き
た
い
。
 

（
赤
瀬
委
員
）
適
切
な
時
期
に
適
切
な
Ｐ
Ｒ
が
必
要
。
せ
っ
か
く
の
取
組
に
対
し
て
、
子
ど
も
（
小
中
学
生
）
や

保
護
者
の
理
解
が
進
ま
な
け
れ
ば
（
入
学
者
増
加
と
い
う
）
目
標
に
直
結
し
な
い
。
 

（
岡
元
委
員
）
２
月
５
日
（
水
）
実
施
予
定
の
研
究
成
果
発
表
会
で
発
表
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
、
そ
の
後
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。
 

（
研
究
主
任
）
２
年
生
全
員
履
修
の
上
天
草
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ
に
引
き
継
ぎ
、
発
表
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
磨

き
上
げ
、
も
し
く
は
新
た
な
課
題
（
プ
ラ
ン
）
に
取
組
む
よ
う
に
す
る
。
そ
の
な
か
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
で
の
実
地
調
査
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
プ
ラ
ン
の
検
証
を
行
う
よ
う
な
こ
と
を
し

て
い
き
た
い
。
来
年
９
月
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
に
応
募
し
た
い
。
 

（
永
田
委
員
）
赤
瀬
委
員
の
意
見
に
あ
っ
た
Ｐ
Ｒ
活
動
は
重
要
。
市
役
所
に
も
周
知
が
足
り
な
い
と
い
う
意
見
を

い
た
だ
く
事
が
あ
る
。
市
の
Ｈ
Ｐ
、
市
報
、
回
覧
板
、
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
会
合
に
出
向
い
て
説
明
し
た
り
、
チ
ラ
シ
を
配
る
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
情
報
を
発

信
し
て
い
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
等
専
門
家
発
行
の
「
地
域
協
働
だ
よ
り
」
を
市
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
使
っ
て
全
戸
配
布
し
た
り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
な
ど
様
々
な
手
法
で
本
気
に
な

っ
て
取
組
ん
で
欲
し
い
。
上
天
草
高
校
の
取
組
を
地
域
の
方
に
、
い
か
に
知
っ
て
も
ら
う
と
言
う

こ
と
が
今
後
重
要
な
の
で
、
手
を
抜
か
ず
に
や
っ
て
欲
し
い
。
 

（
赤
瀬
委
員
）
次
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
市
の
教
育
委
員
会
で
も
、
引
き
続
き
地
方
創
生
の
予
算
を
申
請
し
て
い

る
の
で
、
小
中
学
校
と
の
交
流
に
関
し
て
は
、
市
の
予
算
を
活
用
し
な
が
ら
も
っ
と
深
く
交
流
で

き
る
体
制
作
り
を
し
て
い
き
た
い
。
 

（
イ
）「

聞
く
」「

話
す
」「

表
現
す
る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
 

研
究
副
主
任
（
森
川
）
が
今
ま
で
の
取
組
を
説
明
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（
赤
瀬
委
員
）
す
べ
て
の
教
科
で
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
を
し
て
い
く
の
か
。
 

（
副
主
任
）
 
教
科
・
科
目
毎
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
３
年
間
通
じ
て
１
人
の
生
徒
が
到

達
す
る
目
標
を
示
し
て
お
り
、
各
教
科
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
取
組
ん
で
い
く
も
の
で
す
。
 

（
赤
瀬
委
員
）
上
天
草
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
学
校
設
定
科
目
で
な
く
、
各
教
科
の
単
元
の
中
で
や
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
か
。
 

（
副
主
任
）
 
単
元
毎
の
評
価
で
は
な
く
、
４
～
５
月
と
１
２
～
１
月
の
１
年
間
で
２
回
評
価
す
る
。
そ
の
２
回

を
比
較
す
る
こ
と
で
生
徒
の
生
徒
成
長
を
見
え
る
よ
う
に
し
た
い
。
 

（
元
田
Ｃ
Ｄ
）
探
究
的
学
習
の
時
間
だ
け
で
な
く
、
普
通
の
授
業
で
も
画
一
的
な
学
び
で
は
な
く
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
で
見
え
る
化
し
た
内
容
を
基
に
個
別
・
具
体
的
な
学
習
に
つ
な
げ
て
い
く
の
が
文
科
省
の
考
え

だ
と
捉
え
て
い
る
。
 

（
赤
瀬
委
員
）
そ
の
文
科
省
の
流
れ
を
先
進
的
に
実
施
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
か
。
 

（
副
主
任
）
 
新
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
る
能
力
も
こ
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
盛
り
込
ん
で
あ
る
。
 

（
岩
崎
委
員
）
こ
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
表
は
、
上
天
草
高
校
で
開
発
し
た
も
の
か
。
と
て
も
合
理
的
だ
と
感
じ

る
。
基
本
・
1
が
高
校
１
年
生
で
、
発
展
・
3
が
卒
業
ま
で
の
目
標
に
な
っ
て
い
て
と
て
も
良
い
。

も
し
可
能
な
ら
中
学
校
で
も
利
用
し
た
い
。
中
学
校
で
基
本
・
1
の
能
力
に
近
い
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
で
き
れ
ば
と
思
う
。
 

（
赤
瀬
委
員
）
上
天
草
市
と
し
て
一
貫
し
た
目
標
を
持
っ
て
取
組
め
ば
効
果
も
大
き
く
な
る
と
期
待
す
る
。
 

（
岡
元
委
員
）
こ
の
評
価
の
評
価
者
は
誰
か
。
 

（
副
主
任
）
 
生
徒
の
自
己
評
価
で
、
一
人
一
人
が
自
分
の
到
達
度
を
考
え
て
評
価
す
る
。
そ
れ
を
継
続
的
に
見

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
 

（
山
下
委
員
）
自
己
評
価
と
教
師
な
ど
に
よ
る
評
価
は
ズ
レ
が
で
る
も
の
だ
が
、
教
師
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
フ
ォ

ロ
ー
を
す
る
こ
と
は
あ
る
か
。
自
己
評
価
だ
け
で
な
く
教
師
の
介
入
が
あ
れ
ば
、
生
徒
も
良
い
方

向
に
成
長
で
き
る
。
 

（
岡
元
委
員
）
自
己
評
価
だ
と
基
準
に
個
人
差
が
生
じ
る
の
で
、
教
師
が
評
価
に
加
わ
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
よ
い

と
感
じ
る
。
ま
た
、
評
価
の
基
準
が
定
性
的
な
も
の
ば
か
り
な
の
で
、
定
量
的
に
示
し
た
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
。
 

（
永
田
委
員
）
市
役
所
で
も
自
己
評
価
を
し
た
う
え
に
評
価
者
で
あ
る
管
理
職
が
評
価
し
て
い
く
。
し
か
し
、
自

己
評
価
は
と
て
も
大
事
で
、
自
分
自
身
で
成
長
を
感
じ
た
り
、
振
り
返
り
が
で
き
る
の
で
、
自
己

評
価
の
部
分
は
残
し
て
い
く
べ
き
だ
。
ト
ラ
イ
ア
ル
的
な
や
り
方
と
し
て
自
己
評
価
で
自
分
自
身

の
向
き
合
う
と
い
う
意
味
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
 

（
芥
川
委
員
）
こ
の
評
価
は
学
習
成
績
に
影
響
し
な
い
。
天
草
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
も
１
．
５
か
月
１
回
、

部
下
が
自
己
評
価
し
た
も
の
を
基
に
面
談
形
式
で
、
評
価
者
で
あ
る
管
理
職
が
修
正
を
加
え
て
、

部
下
の
同
意
を
取
り
な
が
ら
評
価
を
下
し
て
い
き
ま
す
。
自
信
が
な
く
自
己
評
価
が
低
す
ぎ
る
徒

感
じ
る
場
合
と
自
信
が
あ
っ
て
自
己
評
価
が
高
す
ぎ
る
の
で
は
と
感
じ
る
場
合
が
あ
る
の
は
当

然
な
の
で
、
自
社
の
面
談
を
す
る
と
い
う
や
り
方
も
参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
 

（
赤
瀬
委
員
）
あ
く
ま
で
教
育
の
一
環
で
、
生
徒
個
人
が
ど
れ
だ
け
伸
び
る
の
か
を
計
る
こ
と
を
主
体
に
考
え
て

評
価
し
て
も
ら
い
た
い
。
も
し
評
価
者
が
介
入
す
る
場
合
で
も
、
評
価
を
下
げ
る
必
要
は
な
く
、

で
き
た
こ
と
を
褒
め
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
れ
ば
次
に
つ
な
が
る
。
絶
対
評
価
と
し
て
の
評
価
で

は
な
く
、
自
信
の
な
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
て
い
く
と
い
う
観
点
で
、
面
談
で
な
く
て
も
プ
ラ
ス
の

コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
だ
け
で
も
良
い
と
考
え
る
。
 

（
研
究
主
任
）
こ
の
評
価
は
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
は
評
価
で
き
な
い
部
分
を
見
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
教

師
と
生
徒
が
目
標
と
す
る
行
動
（
基
準
）
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
日
常
の
学
校
生
活
で
あ
れ
が
で

き
た
、
こ
れ
が
で
き
た
と
褒
め
て
、
自
信
を
つ
け
さ
せ
、
学
校
生
活
以
外
で
も
自
信
を
持
っ
て
「
聞

く
」「

話
す
」「

表
現
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
た
い
。 

（
元
田
Ｃ
Ｄ
）
こ
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
発
展
・
3
の
先
に
あ
る
の
が
目
指
す
地
域
人
材
像
な
の
で
、
段
階
的
に
目

指
す
べ
き
も
の
が
整
理
で
き
て
お
り
、
教
師
も
生
徒
も
わ
か
り
安
い
目
標
に
な
っ
て
い
る
。
 

（
赤
瀬
委
員
）
小
中
学
校
で
も
こ
の
よ
う
な
視
点
で
子
ど
も
た
ち
を
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
活

動
も
大
き
く
変
わ
っ
て
、
良
い
方
向
に
進
む
の
で
は
な
い
か
。
 

（
生
島
委
員
）
自
己
評
価
と
教
師
か
ら
見
た
評
価
は
違
っ
て
良
い
。
生
徒
が
自
分
自
身
を
評
価
し
た
も
の
も
尊
重

し
た
い
。
こ
の
評
価
表
に
あ
る
内
容
は
、
定
量
化
す
る
こ
と
が
難
し
い
も
の
が
多
く
、
定
性
的
だ

が
具
体
的
な
基
準
と
し
て
機
能
す
る
と
考
え
る
。
 

４
．
協
議
 

（
ア
）
本
事
業
の
愛
称
に
つ
い
て
 

前
回
、
芥
川
委
員
提
案
の
「
Ｋ
＃
Ａ
ｍ
ａ
ｘ
」
に
決
定
。
同
時
に
ロ
ゴ
を
承
認
。
 

（
イ
）
次
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
シ
ラ
バ
ス
に
つ
い
て
 

研
究
主
任
が
説
明
。
 

（
研
究
主
任
）
地
域
理
解
講
座
の
①
か
②
で
「
上
天
草
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
の

説
明
し
て
い
た
だ
く
事
で
、
上
天
草
市
の
課
題
の
全
体
像
を
把
握
し
、
そ
の
後
の
各
論
に
進
め
る
。

そ
れ
は
可
能
か
。
 

（
永
田
委
員
）
４
月
に
な
れ
ば
総
合
戦
略
も
完
成
し
、
取
組
も
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
具
体
的
な
説
明
が
可
能
。

そ
れ
を
導
入
と
し
て
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
で
、
理
解
が
よ
り
深
ま
る
は
ず
。
 

（
山
下
委
員
）
学
校
運
営
協
議
会
で
も
、
医
療
や
福
祉
分
野
の
講
座
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

市
の
現
状
を
考
え
る
と
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

（
研
究
主
任
）
実
施
時
期
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。
 

（
ウ
）
そ
の
他
 

（
山
下
委
員
）
取
組
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
て
い
る
か
は
わ
か
る
が
、
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
成
長
・
変
容
し

た
か
が
情
報
不
足
で
見
え
づ
ら
い
。
今
後
、
報
告
の
中
に
盛
り
込
ん
で
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
研
究
主
任
）
今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
で
デ
ー
タ
の
蓄
積
は
行
っ
て
い
る
。
比
較
対
象
が
な
い
の
で
、
高
校

魅
力
化
ア
ン
ケ
ー
ト
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
次
年
度
以
降
は
変
容
や
成
長
が
見
え
る
化
で
き
る
と

考
え
る
。
 

（
研
究
主
任
）
次
年
度
は
生
徒
も
成
長
し
て
い
る
の
で
、
小
中
学
校
等
に
生
徒
を
連
れ
て
行
き
た
い
。
本
校
生
徒

を
う
ま
く
活
用
で
き
る
よ
う
な
場
面
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

（
山
下
委
員
）
今
年
度
は
大
矢
野
中
学
校
と
の
連
携
は
で
き
て
い
る
が
、
他
の
学
校
と
の
連
携
も
深
め
、
高
校
生

が
積
極
的
に
出
向
く
こ
と
で
高
校
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。
 

５
．
閉
会
 

会
長
謝
辞
 
生
島
敬
史
会
長
が
謝
辞
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令
和
元
年
度
 
上
天
草
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
第
５
回
委
員
会
 
議
事
録
 

令
和
２
年
２
月
１
２
日
（
水
）
 

１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０
 

於
 
上
天
草
高
校
福
祉
実
習
棟
介
護
実
習
室
 

出
 
席
 
者
 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
委
員
 

永
田
健
吾
委
員
、
岡
元
宏
洋
委
員
、
赤
瀬
耕
作
委
員
、
志
村
俊
和
委
員
、
水
野
龍
幸
委
員
、
林
田
敏
男
委
員
、
芥

川
琢
哉
委
員
、
岩
崎
良
博
委
員
、
元
田
有
祈
委
員
、
生
島
敬
史
委
員
 

学
校
関
係
者
 

石
村
秀
一
教
頭
、
野
崎
公
明
事
務
長
、
浅
利
竜
生
研
究
主
任
、
森
川
弘
毅
研
究
副
主
任
 

内
 
 
 
容
 

１
．
開
会
 

（
ア
）
会
長
挨
拶
 
上
天
草
高
校
生
島
敬
史
会
長
が
挨
拶
。
 

（
イ
）
日
程
説
明
 

２
．
協
議
 

（
ア
）
本
年
度
の
事
業
報
告
 

研
究
主
任
が
説
明
。
質
疑
な
し
。（

ご
意
見
は
（
イ
）
の
説
明
後
に
）
 

（
イ
）
設
定
し
た
目
標
の
進
捗
状
況
、
成
果
、
評
価
 

研
究
主
任
が
説
明
。
 

（
岡
元
委
員
）
成
果
目
標
の
ｉ
「
高
等
学
校
卒
業
後
、
高
等
教
育
機
関
へ
進
学
し
、
将
来
地
元
に
戻
っ
て
就
業
し

た
い
と
考
え
る
生
徒
の
割
合
」
が

20
21

年
の
到
達
目
標

60
%に

対
し
て

37
.9
%と

低
く
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
原
因
は
何
か
。
 

（
研
修
主
任
）
詳
し
く
は
不
明
な
の
で
分
析
し
た
い
。
感
覚
と
し
て
は
、
ま
だ
１
年
生
な
の
で
「
進
学
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
だ
け
で
、
そ
の
後
の
就
業
場
所
に
ま
で
は
思
い
が
至
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
 

（
岡
元
委
員
）
も
し
分
析
が
可
能
な
ら
、
次
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映
さ
せ
る
必
要
を
感
じ
る
。
 

（
芥
川
委
員
）
成
果
発
表
会
で
発
表
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
、
ど
こ
ま
で
継
続
し
て
取
組
む
の
か
。
継
続
す
る

こ
と
で
、
地
元
に
就
職
し
た
い
と
い
う
思
い
も
強
ま
る
は
ず
だ
。
 

（
研
究
主
任
）
継
続
し
て
テ
ー
マ
に
取
組
む
か
、
新
し
い
テ
ー
マ
に
取
組
む
か
生
徒
自
身
が
考
え
て
決
め
る
よ
う

に
し
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
来
年
９
月
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
に
全
員
が
応
募

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
 

（
芥
川
委
員
）
も
し
起
業
し
た
い
と
い
う
生
徒
が
現
れ
た
ら
、
学
校
と
し
て
は
応
援
す
る
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。 

（
研
究
主
任
）
是
非
、
起
業
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
 

（
永
田
委
員
）
私
も
岡
元
委
員
と
同
じ
く
、
成
果
目
標
の
項
目
ｉ
が
気
に
な
る
。
高
校
卒
業
後
す
ぐ
に
地
元
就
職

を
希
望
す
る
生
徒
の
割
合

64
.9
%に

対
し
、
半
分
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。
決
し
て
働
く
場
所
が

な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
な
の
で
分
析
を
お
願
い
し
た
い
。
 

 
 
 
 
 
 
ま
た
、
委
員
以
外
の
地
域
住
民
と
の
繋
が
り
強
化
し
た
り
、
地
元
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
な
る
人
を
見

つ
け
て
い
く
活
動
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
各
地
区
の
そ
う
い
う
人
た
ち
を
巻
き
込
む
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
も
っ
と
地
域
全
体
が
盛
り
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。
 

（
教
頭
）
 
 
学
校
の
中
に
い
る
と
、
地
元
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
関
す
る
情
報
に
限
り
が
あ
る
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
委
員
の
皆
様
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
 

（
永
田
委
員
）
成
果
目
標
の
項
目
ｃ
「
地
域
の
課
題
を
発
見
し
、
解
決
見
向
け
て
意
欲
的
に
取
組
む
生
徒
の
割
合
。」

は
２
・
３
年
生
（
事
業
対
象
外
生
徒
）
66
.2
%に

対
し
て
１
年
生
（
事
業
対
象
生
徒
）
93
.5
%。

項

目
ｄ
「
将
来
、
地
域
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
、
行
動
す
る
生
徒
の
割
合
」
は
２
・
３
年
生

（
事
業
対
象
外
生
徒
）
59
.7
%に

対
し
て
１
年
生
（
事
業
対
象
生
徒
）
87
.1
%と

な
っ
て
お
り
、
明

ら
か
に
事
業
の
成
果
が
見
え
て
い
る
。
 

 
 
 
 
 
 
地
域
の
課
題
を
発
見
し
て
、
解
決
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
く
と
い
う
活
動
は
、
ま
さ
に
我

（々
市

役
所
）
は
仕
事
と
し
て
や
っ
て
い
る
、
正
直
な
と
こ
ろ
何
が
正
解
か
分
か
ら
な
い
部
分
も
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
解
決
方
法
を
考
え
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
。
で
き
あ
が
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
な
ど
の
解
決
策
が
具
体
的
か
ど
う
か
よ
り
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
る
べ
き
。
 

（
須
中
委
員
）
地
域
理
解
講
座
の
報
告
で
、
各
講
座
毎
の
数
値
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
生
徒
個
人
の
ア
ン

ケ
ー
ト
が
基
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
メ
モ
が
と
れ
た
か
ど
う
か
で
講
座
毎
に
ば
ら
つ
き
が

あ
る
が
、「

ど
ん
な
と
こ
ろ
を
メ
モ
す
べ
き
だ
っ
た
か
。」

な
ど
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
仕
組
み

は
あ
る
の
か
。
振
り
返
り
が
あ
れ
ば
「
メ
モ
が
と
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
事
態
は
起
き
な
い
の
で

は
な
い
か
。
 

（
研
究
主
任
）
記
載
し
て
あ
る
数
値
は
生
徒
の
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
に
講
座
内
容
の
要
約
を
す
る
欄
が
あ
り
、
そ
の
欄
に
は
評
価
基
準
を
示
し
て
い
る
。
評

価
基
準
は
、
こ
れ
と
こ
れ
が
書
か
れ
て
い
た
ら
Ａ
と
い
う
風
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
評
価
基
準
と

い
う
ゴ
ー
ル
か
ら
逆
算
し
て
メ
モ
と
聞
き
逃
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
要
約

の
評
価
は
各
担
任
教
師
が
実
施
し
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
評
価
を
つ
け
る
。
こ
の
こ
と
で
要
約
が
う
ま
く

で
き
な
か
っ
た
生
徒
は
、
メ
モ
も
し
く
は
聞
く
こ
と
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
と
自
己
評
価
し
て

い
る
。
 

（
岩
崎
委
員
）
次
年
度
以
降
の
課
題
及
び
改
善
点
の
（
２
）「

聞
く
」「

話
す
」「

表
現
す
る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
充

実
に
つ
い
て
。
中
学
校
で
も
地
域
の
こ
と
を
調
べ
て
発
表
さ
せ
る
と
、
グ
ラ
フ
や
表
を
作
る
た
め

に
割
合
の
勉
強
が
、
う
ま
く
伝
え
る
た
め
の
言
葉
遣
い
の
勉
強
が
必
要
で
あ
り
、
う
ま
く
で
き
な

か
っ
た
ら
振
り
返
っ
て
勉
強
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
取
組
は
、
地
域

の
た
め
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
生
徒
自
身
の
学
力
に
も
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
る
。
上
天
草
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
だ
け
で
な
く
、「

聞
く
」「

話
す
」「

表
現
す
る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
と
考
え
る
。
 

（
赤
瀬
委
員
）
市
の
教
育
委
員
会
で
は
、
前
回
示
さ
れ
た
、「

聞
く
」「

話
す
」「

表
現
す
る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
の
基
本
・
1
ま
で
を
市
の
中
学
校
の
目
標
と
し
て
掲
げ
る
よ
う
に
考
え

て
い
る
。
 

 
 
 
 
 
 
ま
た
、
取
組
に
よ
り
上
天
草
高
校
職
員
の
業
務
負
担
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
バ
ラ
ン
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ス
を
考
え
な
が
ら
頑
張
っ
て
欲
し
い
。
 

 
 
 
 
 
 
も
う
ひ
と
つ
、
課
題
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
特
化
し
て
や
っ
た

地
域
は
な
い
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
特
化
し
た
も
の
が
あ
っ
て
も
良
い
と
考
え
る
。 

（
元
田
Ｃ
Ｄ
）
生
徒
の
探
究
活
動
の
中
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
方
が
良
い
も
の
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
い
。
今

後
、
東
京
都
立
新
宿
高
校
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
連
携
を
進
め
て
い
き
た
い
。
 

（
赤
瀬
委
員
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
技
術
・
知
識
は
武
器
に
な
る
の
で
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
欲
し
い
。
 

（
芥
川
委
員
）
成
果
目
標
の
項
目
ｆ
「
自
ら
の
課
題
意
識
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

生
徒
の
割
合
」
が

20
21

年
度
目
標

70
%に

対
し
て
、
１
年
生
が

69
.4
%と

目
標
達
成
に
近
づ
い
て

い
る
。
し
か
し
、
表
現
す
る
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
を
考
え
る
と
目
標
設
定
が
低
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
目
標
を
高
く
修
正
し
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。
 

（
研
究
主
任
）
数
値
と
し
て
、
目
標
値
ま
で
あ
と
少
し
ま
で
来
て
い
る
こ
と
と
、
質
的
に
も
研
究
成
果
発
表
会
で

生
徒
が
堂
々
と
質
疑
応
答
で
き
て
い
る
こ
と
を
考
え
、
数
値
に
お
い
て
も
質
の
お
い
て
も
目
標
を

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
ウ
）
次
年
度
の
事
業
計
画
 

研
究
主
任
が
説
明
。
 

（
元
田
Ｃ
Ｄ
）「

地
域
協
働
だ
よ
り
」
の
今
年
度
第
３
号
を
発
行
す
る
。
本
校
の
活
動
と
地
域
課
題
の
解
決
を
や

っ
て
い
る
旨
を
地
域
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
事
を
目
的
に
、
市
役
所
の
協
力
を
得
て
全
戸
配
布
す

る
予
定
で
す
。
 

（
水
野
委
員
）
壱
岐
商
業
か
ら
学
校
訪
問
を
受
け
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
情
報
交
換
を
さ
れ
た
の
か
教
え
て
欲

し
い
。
 

（
教
頭
）
 
 
本
校
の
取
組
を
説
明
す
る
こ
と
が
中
心
の
内
容
だ
っ
た
。
地
域
性
は
よ
く
似
て
い
た
が
、
壱
岐
に

は
高
校
が
二
つ
あ
る
の
で
、
本
校
の
よ
う
に
地
域
を
挙
げ
て
と
い
う
の
が
難
し
い
様
子
だ
っ
た
。

本
校
が
上
天
草
市
か
ら
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る

と
感
じ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
設
備
等
が
充
実
し
た
後
に
は
、
遠
隔
で
の
連
携
が
し
た
い
と
伝
え
て
あ
る
。 

（
赤
瀬
委
員
）
先
日
、
菊
池
市
教
育
委
員
会
が
こ
の
取
組
に
つ
い
て
話
を
聞
き
に
来
た
。
こ
の
事
業
を
や
っ
て
い

る
と
い
う
情
報
は
広
ま
っ
て
い
く
の
で
、
効
率
的
な
情
報
の
出
し
方
と
出
す
べ
き
で
な
い
情
報
を

出
さ
な
い
と
い
う
整
理
を
し
て
お
い
た
方
が
良
い
。
個
人
情
報
を
含
め
て
情
報
の
管
理
を
徹
底
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
教
頭
）
 
 
菊
池
に
関
し
て
は
、
菊
池
高
校
の
校
長
先
生
と
教
頭
先
生
、
菊
池
市
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
所

長
２
人
が
本
校
に
お
い
で
に
な
っ
て
、
地
域
を
挙
げ
て
協
働
学
習
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

に
取
組
む
つ
も
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

（
赤
瀬
委
員
）
こ
の
よ
う
な
事
業
は
校
長
先
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
大
切
。
生
島
校
長
は
ご
退
職
な
の
で
、
次

の
校
長
先
生
に
も
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
も
ら
い
た
い
。
 

（
岩
崎
委
員
）
中
学
校
で
上
天
草
高
校
の
取
組
を
元
田
Ｃ
Ｄ
に
講
演
し
て
も
ら
う
こ
と
は
可
能
か
。
全
校
生
徒
、

職
員
に
伝
え
る
機
会
を
つ
く
り
た
い
。
 

（
元
田
Ｃ
Ｄ
）
中
学
校
に
限
ら
ず
、
市
内
の
各
種
団
体
や
事
業
所
に
本
校
の
取
組
を
伝
え
る
機
会
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
 

（
永
田
委
員
）
高
校
で
、
こ
の
事
業
に
直
接
携
わ
る
先
生
以
外
の
先
生
は
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
、
協
力
を
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
の
か
。
 

（
元
田
Ｃ
Ｄ
）
７
月
に
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
。
上
天
草
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
に
直
接
携
わ
っ
て
い
る
１

学
年
の
職
員
と
２
・
３
年
の
職
員
は
莉
事
業
に
対
す
る
理
解
度
に
開
き
が
あ
る
。
２
・
３
年
生
の

先
生
方
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
。
結
果
、
研
究
成
果
発
表
会
を
経
て
、
次
年
度
以
降
の
取

組
等
に
関
す
る
質
問
が
増
え
た
。
全
職
員
に
浸
透
し
て
き
た
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。
 

（
生
島
委
員
）
様
々
な
部
分
で
、
１
年
生
が
２
・
３
年
生
よ
り
意
識
が
高
い
こ
と
を
２
・
３
年
生
担
当
の
職
員
も

感
じ
て
き
て
い
る
。
こ
の
事
業
に
対
し
て
「
取
組
ん
だ
方
が
良
い
」「

取
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
い

う
意
識
が
職
員
間
に
広
ま
っ
て
き
て
い
る
。
 

（
永
田
委
員
）
来
年
度
、
市
役
所
企
画
政
策
課
の
事
業
で
、
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
地
区
の
魅
力
発
見
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
予
定
し
て
い
る
。
上
天
草
高
校
生
徒
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。
 

（
研
究
主
任
）
前
回
も
話
題
に
上
が
っ
た
課
題
で
あ
る
、
地
域
住
民
へ
の
取
組
の
周
知
が
悩
み
の
一
つ
。
上
天
草

高
校
取
組
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
機
会
や
生
徒
が
参
画
で
き
る
取
組
が
あ
れ
ば
教
え
て
欲
し

い
。
 

（
元
田
Ｃ
Ｄ
）
地
域
や
保
護
者
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
は
、
高
校
の
魅
力
化
に
繋
が
り
、
生
徒
数
の
増
加
も
期
待

で
き
る
の
で
、
積
極
的
に
出
向
い
て
い
き
た
い
。
 

（
赤
瀬
委
員
）
こ
の
取
組
の
Ｐ
Ｒ
を
上
天
草
市
内
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
地
域
に
も
広
げ
る
工
夫
が
必
要
。
こ
の

よ
う
な
「
と
ん
が
っ
た
取
組
」
が
で
き
て
い
る
今
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
 

３
．
閉
会
 

会
長
謝
辞
 
生
島
敬
史
会
長
が
謝
辞
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